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序 文

嫌合市教育委員会

教育長米倉雄二郎

鎌合U.~毎 t 山に向まれた美しい自然の中に、中世を ltfìめとする盟かな歴史的進

1主を伝えています。

この~ll1 まれた環境は、私たち鎌倉に住みあるいは|剥わりを持つものにとって、

大会な誇りとなって いま す。 これ らを後世に正しく伝え、また呪在の11::7舌の中に

訴かして い くことは、 私たちの責務と考えています。

史跡永福寺跡、は鎌倉幕府を聞いた源頼朝が挫立した寺院の跡であり、その規模

や雌史的性格から中世鎌倉を代表する遺跡といわれています。

このl'tifi:な遺跡、を永〈保存して い くため、鎌:fidi教育委付金では史跡の公有化

をはかつてきました。 さら{こ昭和57年度からは、史跡水制二子跡務備委員会を設置

し、環境整備4業に取り組んでいます。

現;(fはその第一段階 t して、昭和58年度から発掘凋1t~行っ ています。 これま

でに中心的な堂である三堂等の建物の跡L 広大な苑池の掠 fの一部が明らか仁

なりました。

今Inllま予成 6年度と 7年度の報告を収録しています。 6年度調1tでは、橋の北

f]!JJの汀線t庭石予11、造り 7.1<・阿弥陀堂背後の塀と道路 ・椛ぞ縦認することができ

ました。また 7年度調査では二階堂川からの取水減 ・釣殿liiil(tIに延びる巨石を配

しt:'lllll'を検出 しました。 Ihrllに置かれた石は一つが2mもの大きさがあ り、中11そ前半

の雌I~~泣榔としては園内随一の規模を誇るものです。鎌合幕府の)J カf l 、かに大き

かったか知られるようです。

今年度はこの他 「史跡永福寺跡保存整備基本計l叫」の検，ト，t~行っ てきました。

今後どのように整備を進めて行くかの具体的指針となるものです。基本計画につ

いては'I!:成 8年度中にま tめて行きたい t考えています。

今後も発射調査を行って永福寺の全容を明らカ・にするとjbに、基本構想を踏ま

えて守警備事業を行い、できるだり早い時期にみなさんに利川していただりるよう

芳)Jしてまいります。

今年度は従来に増して多〈の方々のご助力を賜りました。盤備委員会の谷委員 ・

文化庁 ・神奈川県教育委員会文化財保護課をはじめ関係符仰には、ご指導、ご助

)Jを賜りましたことを厚くお礼申し上げますとともに、米年度以降も引き続きご

協力をj協りますようお願い申し上げます。



例日

1.本報は国庫及び県費補助を受けて、平成6・7年度に実施した神奈川県鎌倉市二階堂所在「国指定

史跡永福寺跡」の環境整備事業に係る発掘調査の概要報告書である。

2.発掘調査は鎌倉市教育委員会が実施し、史跡、永福寺跡整備委員会 ・文化庁 ・神奈川県教育委員会文

化財保護課の指導 ・助言を受けた。

3.本報の執筆は、平成 6年度分の第 l章、 2章を福田 誠が、第 3i;'t-瓦 ・石塔を菊川 泉が、かわ

らけ ・陶磁器 ・木製品・金属製品を神山品子が、第4章は調査員全員の討議のもと福田が文貨を負っ

た。平成 7年度分の第 I章、 2章を福田が、第 3章を菊)11・神山が分担し、第4章は調査員の討議の

もと福田が文貨を負った。本報使用の挿図及び図版作成は、調査員 ・調査補助員が分担しこれにあた

り、編集は福田が行った。

4.本報に使用した遺構の全景写真は、 主に木村美代治がリモコン式高所撮影装置を使い撮影した。 平

成 6年の第 1・3調査区、平成 7年度の真上からの全景写真は(株)シン技術コンサルか強影したも

のを使用した。また遺構の個別写真は福田、菊)11か頓影し、造物写真は木村、菊)11か強影した。

5.平成 6年度 ・平成 7年度の各附編は、各年度の調査に伴う苑池内堆積土の花粉分析と、出土材の樹

種鑑定を(株)パレオ・ラボに委託したものである。

6.平成 6年度の第 1調査区、第 2調査区、第 3調査区の遺構の平面実視11原図 (S=1/20・1/100)及ぴ第

3調査区の景石立面原図 (S=1/20・1/100)、平成7年度調査区の平面実視IJ原図 (S=1/20・1/100)及び

取水逃構と景石の立面原図 (S= 1/20・1/100)は、(株)シン技術コンサルに委託したものである。

7.本報中で使用している岩石の名称、は、鎌倉で一般的に呼ばれている俗称を使用した。
どたん か:t:<らいし いずいし

土丹…泥岩、鎌倉石…磁灰砂岩、伊豆石…安山岩

8.本報中で使用している遺構名等の名称は、昭和58年度より毎年刊行している F永福寺跡発掘調査概

要報告書』中で統一 して使用している名称と同ーのものである。

9.表紙の蓮華奮(花弁部木質黒漆塗り等部金銅製)は、 平成6年度第 3調査区池中で出土したもので

ある。S=1/2

10.発掘調査の体制

平成 6年度

調査 主 体鎌倉市教育委員会(担当 三橋嘉孝、玉林美男)

主任調査員福田 誠(鎌倉市教育委員会嘱託)、木村美代治

調査員菊川泉、村山品子、本城裕

調査補助員小西さっき、竹村栄子、梅野麗子、橋本陽子、立上修、藤崎由里

作業員 (財)鎌倉市シルバー人材センター

平成 7年度

調査主体鎌倉市教育委員会(担当 三橋嘉孝、 玉林美男)

主任調査員福田 誠(鎌倉市教育委員会嘱託)、原康志、木村美代治

調査員菊川 泉 、 神 山 晶子、本城裕、小林重子、須佐直子

調査補助員 小西さっき、汐見尚子、加藤恵子

作業員 (財)鎌倉市シルバー人材センター



平成 6:年度 口絵 1

泣水 (~↓くか ら )



平成 S年度 ロ絵 2

苑池汀

蓮華容積(花弁部木質m漆塗り 琴錦金銅製)



平成 7年度 ロ絵 3

全 ;if



平成 7年度 ロ絵4

JllU/<;立附

削11のイi*llみ
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一 平成 6年度の調査 一



第 1章調査の経過

第 1節調査区の設定

平成 6年j支の発掘調査は、整備委員会の指導助言に基づき、「苑池の調査Jr;立水の調査Jr堂舎背後の

調査J を主な日的に、 3ヶ所(第 1調査区、第 2調査区、第 3淵1t区)の調子主地点を設定した。

第 1 調査院は"f~和62 ・ 63年度に調査を行った北翼以IÎの北側に設定した。この位置は昭和62年度と平成

元年j立、 4年度に確認した堂舎背後を北から南に流れる 2本のh'li:と道路、 63.1ドj互に 2ヶ所の注ぎ口を確

認した泣ノドの流路が雑誌できるものと推定した地点である。このお L拘1t1豆は整備地内に20m方眼で設

定している ìIli11~~ グリッド杭のA-2 、 B-2 ・ 3 ・ 4 に |川まれた‘17. 1(IÎ二列 jlヲの範闘で、調査対象商棋は

478.9m'である。

第2，制笠rx:はn({和59・60年度に調査を行った南複J.nII、阿弥陀':;t、市j資廊の西側に設定した。この位置

は南北に:iiliなる伽穫と西側IJの山に挟まれ、第 1調査が;とI，ilじように"日平11621ド皮と平成元年度に確認した

伽l位背後を北からl宇jに流れる 2本の溝と道路、目隠し塀等が確認されると推定した地点てーある。この第

2調子モ区はilll11itグリッド杭G-3、H-3、 1 - 3に同まれた範川で、調査対象而秘は184.1rげである。

第3調六区は昨年、予1主5年度の調査区の北側jに設定した。この{主流は、昨年度確認した苑池を横断

するi慌の北側にあたり、東側汀線が引き続き確認できると推定した地点である。第3調査区はグリッド

杭D-5・6・7、F-5・6・7に聞まれた範囲で、調1tH象I(II般は337.8m'である。

3ヶ所設定したれ調査区の商績の合計は1040.8m'である。

整備計l崎地内に 6地点設定しである r永福奇跡測量基準点J (千成Je年度設;70の内、第 I調査区と 2

調査[RはNO.2(X=ー74891.062 Y = -23790 .173 H-19.680)、No.5(X= -74875.810 Y = -23882.056 

日=21.532)、都 3調査l迂はNo.6(X=ー74812.178 Y一一23894.588 H = 22.882)を今年度の測量

版点と定め、 れ;lJ1;11t灰のdllU止グリッド杭を設定した。

平成 6{Iミ8Jl 1トlより、第 1-第3調査地点の位置，'1'， しiWlo，l日平の引地訊il1tをnトl!mした。そして平成 7

年 2)J 6 11までに機材を撤収し調査を終了した。

第 2節 各訴j資区の層序及び概要

第 1開査区

進構宅!IU生i菜J立は地表から約1.2-1.4mである。表 tのドには、近年まで戸;まれていた水加の耕作土 ・

床土(極めが細かく粘t'l:に富んだ灰色粘土)が約 1mの以さでM皇制している。耕作七 ・休.土の下には、

北西に位illする丙ヶ谷から流水によって遊ばれた青灰色の土砂、砂Ht、小砂利が複雑に入り組んで推秘

している。この耕作J:中の海抜20.3m前後(調査区11'央付近) と21.2m liij後(北西問、同 ヶ谷入口部)

のほぽ全域で、ぞiVk年間 (18世紀初頭)に噴火した泊;1:111のスコリア (F-IIO-l)が検出されている。

第 2閥査区

i立梢J:I~U党派j立は地表から約 1 m程で、岩盤を削りだして・Ittl l.に したjù~ïY:市iのM抜19m は前後である 。

ただし抗盤前u'l:上まで、後世・の耕作土である灰色粘質上に桜われ辿榔I師の泣存状況はJEい。第 1調査区

と ITiJ じように、第 2;澗究区でも泣構而直上で宝永年mJの "'~!; 1: 111スコリアが観察されていることから、こ

の場所で泣桃そのものを l~IJ平してしまうような大規艇な耕作は、ノk嗣ぐi: )?~絶から京7k "1三 1mの富士山|噴火

までの約300年1111に行われたと推察される。

- 1 -
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第 3調査区

泣榔埋没深度は地表から約1.2-1.6mである。点上の下には近年、宅地造成のために椛られた悦1:と、

昭和40年代まで営まれていた水IUの耕作j'，・休ー 1:が縦鎖している。京;)({I三聞の;.~; 1: LlJ スコリアが、 if~抜

19，] m前後で、 調査区のほぼ全域で確認されて いる。この泣梢凶l上に脱税す る 1:砂の大、1"が'I<fI，';別i~虫色

以後、中世から近世にかけてのノド川及び剣11の耕作 1:である。また苑i也.iu構のifH!'t1:の大'1"は、 i也'1'にjdt

れ込んだきめの車IIIかい}j(色の砂釘」二、キ~i質上等で'，W'，:j:; に柔らかく料i1'1:が強い。

第 2章 検出された遺構

第 l節 第 1調子E区で検出された造椛

第 1面の遺構

(1)椛

a 2講ii主上肘

訴ß空 |又の西イ'J[IJの山裾・に沿って'~io\ k(.) 1 m、i架さ30crnのi品t状の;恨みを長さ約20mにiJ支って検n'，した。代;;'t

から考えて 2排の最終末のをと47えられる。新旧の遺物がi1UI:し講の1I.'fJUIはiためにくいが、 LlLJYIのJl.・

15111:紀代のかわらけが山 1-，し、また浅く JII¥まった部分が多いところから;}(制午の1ft絶JUlIl¥J除、 l5111:紀'1'

頃以降の流路と与えたい。

b. 2溝 上肘(祈)

主要伽藍の背後、四fJ!lJの山械に沿って制約1.7m、泌さ約70cmの断耐1i'j形の械を訓1t1)(の州明治いに，ii
北約20mに渡って検出した。 IIIJUIに開削された 2ilYiは、 l4111:紀小頃に川氏を人目'!i大の uすを敷き a，Aめて

埋め ¥'f..て全体をiえくしている。この講は111耐に沿って延び、 |析I(，D肢が1IIJIヲになることから、これま での

調査で(昭和62年度、‘1;:成疋年度、ヂ成 4{I~J主)検出 ・ 確認している 2 滞と 与えられる。 2 ~停は伽1157T

後を北から南に流れる却1:ノドのための鴻である。

・ll.滑り

2溝上層のII#JtJ]に伴う遺構で、北から南に流れる 2~ Niの東側の 1:干にiを敷 き込んでいたものである。

この瓦溜りの".，からI1I期の剣頭文}';瓦が0'1'， 1'，したことから、 14111:紀'I'l:jiに 1:干の補修のために瓦を倣き

、k
-ーーーー￥

J< 1: 
当L hι 』正 L一一一---:J-:._
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1
 

br 
J
 

K
A
q
 ド110-J (，よ，].(11・mJ;';';1:111スコリア)

2i品
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込んだものと思われる。

c 5溝(IIl期以降の遣水)

!日期に創建期からの流路(7講一5溝)を付け替えた遣水は、 14世紀中頃以降(2溝のよ胞に伴う時

期)には水が流れていた痕跡があるが進水として機能していたかは不明である。永福寺廃絶以降は、遺

構面全体が流水による土砂で襲われて急速に埋没したようである。この流水による土砂の中から五輪塔

の石材が出土し、中に明徳3年正月26日 (1392年)銘の地輪がある。

第 2面の遺構

( 1 )溝

a 2溝下層(11:1) 

2溝上層は人頭大の土丹塊を敷き詰めて溝底を埋めかさ上げしていた。この土丹塊を取り除き、幅約

1.7m、深さ約 1mの断面箱形の講を南北約20mに渡って検出した。これまでの調査で検出した 2溝は岩

盤面を断面箱形に穿っていたが、第 l調査区で検出した 2溝は岩盤上商に堆積している黒色及び灰賞色

の地山を箱形に掘り窪め、西側の山裾に沿って水流を北から南に流していたと思われる。酋ヶ谷の入口

にあたる調査区の北端の溝の底面レベノレは19.7m、南端の底商レベルは18.8mで、北端と南端の落差は

90cm程である。

この 2溝下層から1I期の瓦が出土することから、開削されたのは13世紀末-14fiij葉(下層のl時期)で、

溝底を土丹塊で埋め立て、溝.を浅くして使用した14世紀中頃以降(上層の時期)の 2時期に大きく分け

られる。そして永福寺が廃絶した15世紀中頃(最上層の時期)まで使われた溝と考えられる。

b. 3溝

2講に平行して西側の山裾に沿って、幅約1.3m、深さ約80cmの断面V字形の溝を南北約20mに渡って

検出した。 2溝にほぼ平行していること、断面の観察から 2溝に先行して開削された溝で、 2溝の開削

時に埋め立てられたことから、これまでの発掘調査(昭和62年度、平成元年度、平成 4年度)で、検出、

確認した 3溝であると考えられる。 3溝は 2溝と同じく伽藍背後の排水のためと考えられる溝で、西側

の山裾に沿って水流を北か ら南に流している。西ヶ谷の入口にあたる調査区の北端の溝の底面レベルは

19.7m、南端の底商レベノレは19.3mで、北端と南端の落差は40cm程である。

-沈殿遺構

3講の始まる北端で長径約1.3m、短径約 1mの、平面楕円形で、深さ約1.6mの井戸状の造構が検出

された。内部はフラスコ状に広がり、粗い砂、水摩して角の取れた土丹、閉じく水摩して角の取れた I

期の瓦片が堆積していた。遺構の上部は埋め戻された時に投げ込まれた30-50cm大の土丹塊が多く見ら

れた。内部は流水によって浸食されてフラス コ状に広がり、粗い砂、 *1繁した土丹、瓦が土佐積している

こと、 3溝の始まり部分に位置することから、用途は西ヶ谷の流水中の土砂を取り除くことを目的に、

掘り込まれた沈殿槽の可能性が考ーえられる。

-堰

3溝の沈殿遺構の東の!協で、 1辺の長さ16cmの断面四角形の柱根と 1辺の長さ24cmで面取りのある柱

根が検出された。この 2本の柱織は 3構に伴うものと考えられる。脇にある井戸状の沈殿遺構と組み合

わせて水を溜め、造水に水を流す等水量調整を行った「堰」に関係、したものと考えられる。しかし沈殿

遺構の西側は 2講の開削時に削平され、堰の柱根等のこの他の遺構は確認していない。

c 4溝(創建期に伴う排水溝)

堰の柱根の東側で黒色粘質土の地山商を断面V字形に切り込んだ溝を検出した。この溝は地山商を掘

-4 -
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り込んで、いること、遺物を合まないことから昭和62年度と昭和63年度の調査で検出確認した創建期に伴

う4溝と推察した。しかし遺構苗i保護のため、講の流路は掘り上げていないことから委細は不明で、ある。

d. 5溝(1Il期の遣水)

調査区の北壁に沿い、 S字状に蛇行するごく浅い溝を長き約30mに渡って検出した。溝は西ヶ谷の流

水を苑池まで引き込んだ、遣水と思われる。講は素堀で、 幅は広い所で約 3m、狭い所で約1.8m、深さは

約15-20cm程と浅く、翼廊に近い下流部には所々に 1m前後の大きさの景石、庭木(松の根株)が据え

られ、上流部でも蛇行する溝の曲がり角の位置に最石を据えていたと思われる浅い窪みが見られること

から、遣水の廃棄後に岸辺にあった多くの景石は抜き取られたものと推察される。この構は北翼廊の先

端部手前で廊の下に潜り込んで行った。 I期(12世紀末)、 II期 (13世紀中)に北翼廊の北側から苑池に

そそぎ込んで、いた造水の流路を、 m期になって、北翼廊の下を通すように流路を変更していることが昭

和63年度の調査で確認されている。このことから今回検出された溝は、廊の下に潜り込んで行く III期の

遣水の流路で、あると考えられる。

遊水は調査区の北西端てい確認した西ヶ谷の入口部分の水路に端を発するものと思われる。この水路は

岩盤を穿ったl幅約30cm、深さ20cm程の溝である。途中伽藍背後の溝(2・3溝)と分流されるが、分流

してから遣水が始まると考える。進水の始まる上流付近(グリッドB-3杭の北側)の溝底の海抜レベ

ルは約19.8m、昭和63年度に調査した翼廊の下から苑池にそそぎ込む落とし口の海抜レベルは約18.7m

で、遣水の始まる上流部分との高低差は約1.1mである。この聞の直線距離は約35mであることから、造

水はおよそ100分 3勾配で作られたものと考えられる。

e 7構(I期 ・II必iの造水)

昭和63年度に苑池に突き出す北翼廊の北側で、石を組み合わせた落ち口を検出 ・確認した溝である。

今年度の調査区の東端から流路の続きが検出されるものと思われた。しかし凹期に流路を変更したとき

に埋め込まれ、上に貼られたIII期地業面の遺存状況が良好なため、整備委員会の指導により小きな トレ

ンチを入れ確認しただけに留めた。この第 l調査区の東隅に設定した トレンチ内でも、 7溝の流路は竪

固なm期地業面の下に埋め込まれ、北側の溝に向かつて浅く落ち込んで行くのが確認されただけである。

このことから、北翼廊の先端から北西方向に延びて行くとみられる 7溝の本流は、北翼廊の脇から調査

区の北壁の下を通り、 III期遺7.1'<の流路が中門の脇で廊の下に潜り込む位置で合流するものと推察した。

( 2 ) 柱穴

B-3グリッド周辺で、蛇行して流れるIII期遺7.1'<の脇で検出した柱穴群である。小規模の掘立柱建物

等になる可能性もあるが、柱間等均一でないこ とから仮設の小屋(作業所、資材置き場)もしくは、桟

敷の様なものかもしれない。

第 2i{fi 第 2調査区で検出された遺構

( 1 )構

a 2溝

第 1調査区でも検出した 2講を、第 2調査区の南西隅で、東側の肩のみ南北15mに渡って検出した。

南端で確認した 2溝の底商のレベルは海抜17.8mで、第 1調査区の北端の海抜 (19.7m)と比べると、

2点聞の距離は直線で約120m、標高差は約1.9mになる。

西側の山裾は斜面が崩落する危険があるために掘削を行わなかった。第 2調査区で2講を検出したこ

とにより、昭和62年度、平成元年度、平成 4年度調査と併せてほぼ伽藍背後の山裾の調査が完了した。

-6 -
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2溝は山裾に沿って直線的に北から南に延びていることカ叩在認された。

b. 3講

第2調査区の南西端で長さ約 6m検出した。しかし流路の大半は、3溝より規模が大きい 2溝が開削

されたときに削平されてしまったものと思われる。

講の規模は、幅1.2m、深さ約40cm、断面U字形の溝で、溝の底面レベルは海抜18.6mである。第 2調

査区で3講を検出したことにより 、これまでの調査で確認している 3構が、 伽藍背後を北から南に延び

ていることが確認された。

( 2 )目隠し塀

第2調査区の中央部で、南北方向に延びる柱穴多IJを約35m検出した。柱穴の間隔は2.0-2.1rnで一直

線に17穴検出確認した。柱穴は直径約30cm前後、深さ約70cmで、岩盤面を穿ち柱を立てていたようであ

る。伽|藍背後の空間を二分するよう南北方向に直線で延びて行く柱穴列は、平成 2年度の調査時にも確

認されている。このときに検出確認した柱穴も、伽藍に平行して南北方向に直線的に設定されていた。

柱穴列は南緯廊から阿弥陀堂の背後にかけて検出されているが、南翼廊の背後では検出されていない。

( 3 )道路

第2調査区の北側、平坦な岩盤面上に長さ約13m、幅約 3mの南北に細長い範囲で造存する砂利敷き

商を検出した。この検出した砂利敷き面は、平坦に削りだした岩盤面の上に貝混じりの砂を敷き詰め、

この上前に砂利を撒き散らし叩き締めたものである。叩き締められた砂利敷き面は、伽藍に平行して南

北に延びる目隠し塀の柱穴聞を結んだ線より東側(伽藍側)には広がらない。またこの砂利敷き商の西

側には、北から南に向かつて流れる 2・3溝がある。平行して塀と構が南北方向に向かつて築かれてい

17 

w 

l 灰色粘'l'it帰(表 1:)

2 ぷ灰色粘j."U:府(IEI表 1:)

3 以色砂iltJfii
4 灰色砂i1E府(iIJI泌した上月・多:.1:)
5 灰色粘1i二tJe't(締りない)

6 灰色村i.l:.Jti
日' 紫色粘土!脅(やや{沙';f~、)

7 ~良色料î'l'fj:階 ( 5cm大の I:)'J'多立)

8 灰色砂j尼府

9 時灰色粘~~u静(5 cm大の UJ・ ~;込)
10 ~.I:!:J天色村J丘ー|ニ!日

11 iw然色粘'l'l:.::tJ刊(拳~人日長大の土丹-を

多〈含む)

12 人9ft大の土nlM、すきr:nに|哨!火色の締

りのない粘土が入り込む。絵集呼のT答

集が多<m，上)

13 1浴官灰色砂i厄R守備1砂と5mm-5cm大の

jニJlを?多〈合む

14 灰色枯上層

15 J火褐色{沙質上M
16 ?長灰色料i質J-.照

17 灰色粘質七階

隠15 第 2調査区、 2・3講土層断而図
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ることから、砂利敷き商は溝と塀に挟まれていることになる。現在岩盤が露出している面にも、砂利が

敷き詰められていたものと推察できことから、この砂利敷き商は伽藍背後を南北方向に抜ける道路と考

えられる。道路の幅は、 2溝と目隠し塀の間隔から約 4m程であると考える。

( 4 )雨落ち溝

第 2調査区の北東隅部分で、東壁に沿って南北方向に、計8個の、直径30cm大の伊豆石を並べた石列'

とこの石列間に浅い窪みが多く検出した。この位置は二階堂と阿弥陀堂を結ぶ南抜廊の雨落ち構にあた

る。南複廊は昭和59年度に調査され、東側!の雨落ち溝は検出確認されていたが、西側の雨落ち溝は未調

査であった。今回確認した石列は南複廊の西辺桁行きから約8尺離れた位置で、西辺に平行して据えら

れたものであることから、この石列は南複廊の.雨落ち溝の一部であると考えられる。

第3節 第3調査区で検出された遺構

(1)苑池

a N期の苑池

第 3調査区内の基準グリッド、 E-7杭より西に約10m地点で、南北方向に並ぶ伊豆石、鎌倉石を検出

した。昨年度の調査で検出したW期汀線の北相IJの延長線上にあることから、南北に並ぶ伊豆石、鎌倉石

はいずれも苑池の汀に並べられた景石であると考えられる。また景石の西側の池中には細かい 1cm大の

土丹を多く含んだ積み増し面が見られた。W期の汀はrn期の汀に積み増しを行い整備していることから、

今回検出した積み増し商を伴う景石と汀はW期に相当するものと考える。

b. 1Il期の苑i也

W期のi也中の積み増し商を掘り下げると、水際から地中に向かつて約 2m程の|隔で瓦を敷き込み水際

を補修していた。W期で顔を出していた最石も、積み増し商を掘り下げたため全体を露出する事ができ

た。景石の周囲は大きな土丹を使って脇を固め、固定している事が確認された。

この時期の池底の推積土中には多くの炭化物が混入し、焼け残りと思われる先端が炭化している、花

弁部フドf霊祭漆塗り等部金銅製の蓮菅、板や杭状の木材が出土している。多くの炭化物が堆積土中に混入

することから、この時期(弘安の火災)に大きな火災に遭っていることが窺える。

c 11期の苑池

日i期の汀の約 3m東側、北壁中に顔を出す景石と 、この景石から南に向かつて5cm大の砂利が直線的

「 つ

.t. .t. 一____v-
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凹期以降の汀
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に検出された。撤かれている砂利の範囲を精査すると、西の池中に向かつて部ち込んで行くことが確認

された。このことからこの砂利の撒かれた落ち込みはH期のifに相当するものと考えられる。

d. 1期の苑池

平成 4年から|荊始した苑池の東側の調査で、 I期の汀.は現市道の下に潜り込んでしまう事カf確認され

ている。II期-fy期までの汀を保護するために、 I期の汀の調査は、昭和57年度に実施した試掘調査の

トレンチを利用して実施した。 トレンチ内の記録を取りながらさらに掘り下げ、 I期の池底と H期に行

われたi也の埋め立ての地業面を確認した。

I期の池はこれまでの調査結果と同じく、南北に通る引市道の下に潜り込んでいることが維認され、

この地点でも 日期-IIl期にかけて約12-15mも苑池を埋め立てて狭めたことになる。

( 2 )切不;の椛

E-7グリッド杭の北約 5mの地点で、鎌倉石を使い京阿方向に築かれた!師約40cm、深さ25cmの講を

7 m検tl'，した。またi昨の}.I(端から直角に南北方向に点々と鎌合石が検出されたが、構にはならない石列

である。この滞と石夢IJの時期はm期からW期のものと考えられる。

ε w 

1 J!< 1: 
2 111 J!< 1: 
3 11在1:

4 1必色砂ilt府
5 l:k.色村i質 1:作j
6 時楽灰色粘'liU待(1;_砂干IJを合む)

7 11仰天色私li1'tUl1 (剃t、i:fH也業j留)

8 ~H色料ift ヒ肘(仁川中立 ・砂利を少拡合む)

9 L:JH1(検~人以大の 1:升l帝)
10 !Hぬ色村nu向(粘'陀があり、やわらかい)
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-圃園田竺士a

第 3輩 出土 した遺物

第 1節 第 1調査区出土造物

(1)瓦

瓦は多く出土したものの中から、瓦当を中心に、鬼瓦、法誌を知り得る男瓦 ・f，(J.Lを選んで図示した。

図10・図11は 1区A而上肝遺物包含層より出上したものである。

図10-1-10はいずれもJHi;S.文字瓦で I期のもの。5はゑ;瓦部分に「文長J (又は「文民」か)のスタ

ンプが施されている。瓦当l而の型式はYN101 bであるが、これに 「文長」のスタンプが施されたものは、

過去の当追跡の調査では 2例制f守されている。従米この机み合わせをYNJ 01 h J印式として掛ってきたの

で、図中の表記はこれに従った。

I 期の唐草文字瓦は、瓦き~I凶の縦幅が約 7 cmのYN1 01塑式のものと、凶 1-8・9に示した縦幅 5cm 

強のYN103型式の二樋類に大別できる。小型のYN103は当追跡では一種類の箔だけしか確認されてい

ない。この型式の字瓦は焼成が弱く、大型のものに比べ軟質のものが多く、 i、('II(IIが峨減している場合

も多いが、残存状態の良好なものの中には唐〕宇部分にイII11 ~ÚZが認められるものが合まれる。また、瓦、('1

古11分は薄く、 折曲げによ って作られていると考えられる。

11・12は巴文鐙瓦。やはり両者とも 1~JJのものである 。 Ji.当径は13cm粍j支と 1m定される 。

13・14は蓮華文鐙瓦。13が瓦当笹約17.5cmであるのに対し、 14・15は11や12とIliJ般に径の小さいタイ

プである。

図11-1-5は鬼瓦。このうち 1-4は精良な1I台J:からなり I期のものと考えられる。鬼瓦はこれま

での調査で得た資料も 1WIのものが圧倒的に多い。数1111にわたる堂舎の改修の後ら鬼瓦は 1Jt1Jのものが

使われ続けた可能性が大きい。なおI期の鬼瓦は、その全体を箔で作っていると思われるもの、 一点ず

つ成形していると忠われるものなど、製作方法も形状も多段である。なかには 4のように箔で型取った

粘 i二塊に更に粘土をはり付けて峨り上げ成形されているものもある。4はその味文の剥離した部分から、

こうした製作過程が顕著に段える。また、はカか、の製'J仙If

の4は草のような圧痕が常許tし〈残る。 5は粗胎から成り、 11期以後の製品と-IJえられる希少なむのだが、

珠文は竹管状のものを押付けているのみで、 IJ切のものと比べ立体感に貧し くキIl維なっくりといえる。

凶12はI区A商瓦淑りの瓦。凶に示したものはL、ずれも I，wlのものであるが、 j'l.iftlりには他にrUTIの

}(.)¥.も合まれていた。

1 -4は唐草文字瓦。

5は蓮華存文鐙瓦。今岡の凋査で初めて出土した噌式である。文様形態はYA 101 b • eに近似している

が、小型で、前述した托13cm程度の規格に属すると与えられる。

6-9は巴文鐙瓦。

10は鬼瓦。珠文部分は箔抜けが揺〈桔円形を 1する。これは、1'1遺跡、で出土した鬼瓦のなかでもかなり

大型のものの破片であるが、味文部分のみを箔で作っていると考えられる。

iヌ113-1 -8はl区A而構成j:以下B面上!日でtl'，1:したものである。

]-4は I期の迩帯文鐙瓦。

5・6は I期の巴文鐙瓦。これまで6のタイプのものをYAIIllとして報告してきたが、今年度の調主

-13-
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ではこれに似た 5のタイプが多く出土したので、 6をYAIIlla、5をYAIIllbとした。 aは珠文が小

さく j剖緑の幅が制い特徴をもっ。これに対しbは珠文が大きく、巴凸部が中心でつながっているのが特

徴である。径は両名・とも約13cmで、 I期の巴文鐙瓦としてはYAIT01と同じ規格といえよう 。

7はII期の巴文鐙瓦。

8はII期の剣頭文下瓦。

9 -19は2溝のノド溜め遺構より北側の覆土中より出土したものである。凶ぶしたものは19をのぞいて

いずれも I期のものである。

9 -12は府市文字瓦。12は右に二回反転した唐草の先端がつぶれている。12とlfi]じYN101 f型式の字

瓦はこれまでにも多く 出ょしてお り、このなかには同じ箇所がつぶれているものが数点合まれている。

永稿寺への供給の地帯主で箔が破損したことが推定される 。 崎Jd~~本庄市の大久保I LI:泣跡(浅見山 I逃跡)

では、この};'fl，'J.の先端がつぶれた同箔の字瓦が出土している。これはJi':AiにーIIJI}jlf'草が反転したところ

で切り狭めら札た箔で作られている。

13は迷裕文銀瓦。

14-18は巴文鐙瓦。16・18は今回の調査で初めて出土した担式である。16はYAII02a・bと比べて凸

部の盛り七がりが浅い。18はやはり凸部の盛り上がりが浅く、巳部分山部は干らなのが特徴である。こ

2 
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ちらは笹13cm程度と考えられる。また、これに似たYAII12bが 2溝最上層でも出土している(図 6-9) 

が、図 6-9は巴部分凸部が丸みをもっ。

19はIl期の剣頭文字瓦。

図15-1 -11は 2溝最上層より検出したもの。 1-3は I期の唐主主文字瓦。 2は著しく水摩されてい

る。 4は I期の剣頭文字瓦。

5・6は I期の蓮華文鐙瓦。 7-9は I期の巴文鐙瓦。 9は今年度の調査で初めて得られた型式であ

る。

10はII期の寺銘字瓦。 11はrn期以後の剣頭文字瓦。

図14-1 -6は2溝上層より出土したもの。1は I期の唐草文字瓦。もとはYN1 01 e型式の箔の左お

両端を詰めた箔で作っているもの。このように幅詰めをした箔で作られた製品は他にYN1 01aを詰めた

YN 1 01 g、YNI01hを詰めたYN101 jがこれまで確認されている。また、前述した浅見山 I遺跡出

土の製品もYN101 fの両端が詰められている。こうした技数の製品の存在は、唐草が左右に三回反転す

る幅広に対して、二回反転の幅狭の規格が存在することを溜わせる。

2 . 3は I期の蓮華文鐙瓦。 4・5は I期の巴文鐙瓦。

6は男瓦。 幅約18cm、長さ約44cm。男瓦は胎土の良惑によ ってA種 ・B種に分類しているが、これは

粗胎のB種でII期のものと忠われる。

図15-12-19は2溝下層より出土したもの。 12・13は唐草文字瓦。 14-18は巴文鐙瓦。19は鬼瓦。い

ずれも I期のものだが、 2構下肥sからは他にII期の瓦の小片も出土している。

図14-7 -9は3溝額土より検出したもの。 7は唐草文字瓦、8は蓮華文鐙瓦、 9は巴文銀瓦。いず

れも I期のものだが、 3溝覆土からは他にII期の瓦の小片も出土している。

(l) r本庄市史』通史編 I 昭和61年 3月 本庄市

( 2 )瓦以外の造物

a.かわらけ・陶磁器・砥石・木製品

l区A商まで(図17-1-13)

1-4はいずれも鞭結成形のかわらけである。

1は復元口径7.3cm、底径5.5cm、器高1.8cm。体部の立ち上がりが急である。 2は復元日筏8.1cm、!氏

径5.1cm、器高1.5cm。体部は緩やかに広がる。 3は復元口径12.5cm、底径 8cm、器高2.7cmo 4は復元日

窪11.9cm、底径6.5cm、器高3.2cm。口縁部がやや外反する。ここに並べたものは13世紀後半ー15世紀中

にあたるものであるが、出土した小片のかわらけの中には14世紀代のものも見うけられる。

5は砥石である。残存ー長は縦8.5cmX横4.6cm、|陥2.2cm。図正面及び右側面に砥いだ痕跡、が見うけられ

る。

6は瀬戸折縁鉢の破片。内閣には線芸IJの文様と思われるものが施され、薄く灰利lがかかる。

7は瀬戸輩。口縁から頚部にかけての一部である。素地、焼成とも比較的良質で、、外側面及び仁l端部

より約 8mmの所まで薄く灰軸が施される。

-20-
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8は瀬戸碗の底部片である。素地は細かく精良で内底面及ぴ体部下半に淡貰灰色の粕を施す。

9は瀬戸仏務瓶の脚部。やや砂質の素地だが灰粕が施され焼成は良好。

10は常滑裂の破片。口縁部がN字状を呈し、縁帯部の隔は狭い。

11は青磁鉢の底部。紫地は淡乳灰色で非常に精良轍密。紬は灰緑色を呈する。

12・13は青磁連弁文碗の口縁部片。12の索地は精良で淡灰色、紬は暗緑灰色。13の素地は灰白色。利

は淡縁色で無文である。

14は銅の地金に渦巻き状の銀を象眼した製品である。直径1.3cm。仏像の白毒と考えられる。

b. 1区B商まで(図17-15-24)

15から19はいずれも離職成形のかわらけである。15は復元口径7.4cm、底径 5cm、器高1.6cm。厚みは

均一で緩やかに立ち上がる体部を持つ。16・17は灯明皿として使用されていたものである。 16はほぽ完

形に近く、口径8cm、底径5.3cm、器高1.7倒。器壁はあまり均一でない。 17は復元口径8.1cm、底径5.5cm、

器高1.9cm。やや丸みを帯びた体部を持つ。18は復元口径7.9cm、底径6.8cm、器高1.5cm。体部外壁はや

や角度を持ち立ち上がり、内壁は緩やかで、ある。19は復元口径8.3cm、底径6.1cm、器高1.7cm。体制lは儲

かに広がり、やや角度を持ち立ち上がる。以上およそ13世紀から14世紀の形態を保つ。

20はせとの蓋である。直径4cm、高さ1.7cm。紫地は精良で焼成も良好。外国に暗緑色の軸が施される。

21は瀬戸深鉢。張り付けの籾殻高台を持ち、底径は6.8cm。内底面には重ね焼きの痕が残る。体部下半

には 6mmの幅で丁寧なへラ削りがなされ、灰利lが施されている。

22は火合。口縁部片で、素地には砂と 2mm大の小石を含み軟質であるが、締まりは良い。口縁内側が

僅かに突出する。23は背臼磁小皿である。底部で約 3mmと非常に薄く、菜-地は灰白色で徴細な砂を合む

が、締まり焼成等は良好である。制は淡青色を呈する。 24は青白石針嘩瓶片。紫地は灰白色で精良敏密。

内面はへラ削りで成形される。淡青繰灰色の軸を呈する。

l区2構(図17-25-36)

25-36はいずれも鞭櫨成形のかわらけである。

25-27は復元口径 7-8 cm、底径 5cm、器高約1.5cm。器壁は厚めである。14世紀前葉の形態を呈する。

28-31は復元口径約 7cm、底径約4.5cm、器高約2.2cmの製品である。総じて底部から器壁にわたり薄手

に作られており、 14世紀中葉の様相を呈する。32は復元口径10.5cm、底径5.3cm、器高3.2cm。器壁は滑

らかなカーブを描き、 14世紀前半に見られる形態である。

33は山茶碗窯系担鉢底音11片。高台の復元笹は約 9cm。素地は淡茶灰色を呈 し、小砂、長石を含み竪く

焼き締まる。

34は手熔り口縁部片。口縁に向かつて次第にに簿くなり、珠文、スタンプの渦巻文を呈する。素地は

小砂を含むがi骨らかで焼成も良好である。 35は常滑査の口縁部片である。復元口径は22cm、比較的垂直

に立ち上がる頚部から丸みを待ぴ、口縁へと外反する。素地は粘質で長石粒を含み、精良級密で繰灰色

の紬を呈する。

l区2溝上用(闘18-1-10)

1-8は髄蹴成形のかわらけである。

1は復元円径6.9cm、底筏 4cm、器高2.1cmo 器壁の薄い深めの様相を呈する。2は復元日径7.4cm、底

径 5cm、器高1.7cm。体部はややえぐれながら広がり、途中から垂直に立ち上がる。3は復元口径8cm、

底径6.5cm、器高1.5cm。体部は口織に向かつて薄くなる。4は復元口径7.7cm、底径5.2cm、器高1.8cm。

口縁に向かつて簿くなりながら、緩やかに内湾する。5は完形で、口径8.2cm、底径 5cm、器高2.1cmo

っ'U
ワ
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底部から九みをfPひ'て克ち tがり、口縁はわずかに外反する。6は復元日経12.8cm、底径7.1cm、器高3.3cm。

体制iは11特に向かつて緩やかに聞いてゆく 。 7 は復元日経12.7cm、庇従7.6cm、器r~j3 . 5cm。 全体的に器

壁のりみが均一的で、 Jしみを帯びた様相を呈する。8は従兄11径14.3cm、底筏7.5cm、器高4.3倒。体部

は緩やかに立ち tがり、口緑でやや外反する。

かわらけは全体的に1311t紀末から14世紀中葉までの様相を泣する。

9は瀬戸'J12のJII部J'r。京地は淡賞灰色で細かいが僅かに気泡が入る。 5本の稜線が巡り、淡黄灰色の

紬が施される。

10は?it計却の11紘苦11片である。外反した口鯨には幅の狭い紋，!i?が巡る。
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11-21、23-27は健輔成形のかわらけである。

IIは復元口径6.9側、底径5.2cm、器，::S1.7cmo 12は復元11径 7cm、j底笹5.3cm、器市1.8cmo14は11佳7.6cm、

底径6.2cm、器市1.8cmo16は復元日経8.1cm、底径6.1cm、器市1.8cmo 18は復元日経8.6cm、庇径6.3cm、

器高1.8cm。これらは底部がやや厚〈、器壁がII縁にrf'lかつて薄くなる傾向を持つ。

13は復元口径7.6cm、底俺6.2cm、器高1.4cmo17は復元日径8.1cm、底格6.8cm、器，:)i1.2cm。この 2...'，(

は全体的に薄手ーである。 19は復元円径8.3cm、~後7.1cm、器市1.5cmo 20は復元II続 8cm、(.;.i. I~'，.. j 1. 5crn。

21は復元口径8.7側、底径7.3cm、器高1.7cm。

23-27は口径が約12cm前後のやや大ぷりのかわらけである。23は似元日筏11.6cm、庇経6.6cm、出向3.3cm。

器壁は丸みを帯び11縁に向け薄くなる。24は復元日徒11.9cm、ほ筏8.5cm、器高2.8cm。器情は23より(1'(

線的に立ち上がる。 25は復Jë口径12.3cm、底筏8.5cm、~:f. ，:':j3.1cm。 体部下下に丸みを帯びる 。 26は従え

口径11.9cm、底径8.8cm、総，:':i3.2cmo27は復兄口笹12.8cm、、ほ径8.2cm、出尚3.5cm。

融組成形のかわらけは全体的に1311t紀後半代の様相を呈すると忠われる。

22、28は手控ね成形かわらけ。 22は復元1-1作 9cm、部1:・h1.6cmo28は4alJl;I1筏11側、器i:':i3 crno 
手控ね成形のかわらけは13世紀前下代の様相トを呈する。

¥」:三ヲl に~~ーヲ2 亡.千二王ヲ3 て E~，。
亡つ-Eヲ4 にユ二三ヲ5 又二3c三ヲ6

て ートイl

てLL グ7 γ「二二-08 てよ2云ヲ9

¥ーヒプム15

。匂

-o

mvlI
Aj
 

凶19 第 Ii}I，J1i:区 3m・2fi<: 瓦以外

。 lOcm 

てLdz3

丈こ斗ご~ 亡王-;1211

-25ー



29、30は山茶碗窯系担鉢の口縁部片である。29は3-5 mm大の長石を多く含み、焼成は比較的良好。

30は2mm大の長石を含み、よく締まり焼成も良好である。

31は山茶碗。高台に籾がら痕を残す。素地は精良鍬密。焼成も良好で、ある。

1区2・3講

32-37は2・3溝出土の造物である。

33-37は轍櫨成形のかわらけ。33は復元口径7.8cm、底径4.8cm、器高2.3cm。器壁は薄く、器高カ対菜め

の14世紀中葉の様相を呈する。34は復元口後8.1cl目、底笹6.1cm、器高1.3cmo35は復元口径8cm、底径6.2cm、

器高1.7cmo 36は日程11.9cm、底径7.3cm、器高 3cm。この 3点は、底部から均ーの厚みで口縁まで緩や

かに開く 14世紀前葉の様相を呈する。

37は口径11.6cm、底径7.5cm、器高 3cm。灯明皿に使用されたかわらけである。底部から体部にかけ、

均ーの厚みを持つ13世紀末の様相を呈する。

32は常滑の捜鉢である。素地は細かく 1-2 mm大の長石粒を多く含む。焼成も良好で、ある。

1区3溝(図19-1-18)

1 -18は3溝より出土 した造物である。

1-5、7、8、10-13は鞭櫨成形のかわらけである。 1は復元口径6.4cm、底径4.6cm、器高1.7cm。

2は復元口径7.3cm、底径6cm、器高1.9cmo 3は復元口径8.2cm、底径5.8cm、器高1.7cmo 4は復元口径

7.6cm、底筏5.6cm、器高1.8cmo5は復元口径7.7cm、底径6cm、器高1.7cmo 7は復元口径8.7cm、底径

6 cm、器高1.9cmo 8は復元日:径8.8cm、底径7.2cm、器高1.8cmo 10は復元口径11.7cm、底径8.9cm、器高

3.1cmo 11は復元口佳11.3cm、底笹7.2cm、器高 3cmo 12は復元口径1l.8cm、底径9.2cm、器高3.1cmo13 

は復元口径12.1cm、底径8.2cm、器高3.5cm。

6、9、14は手提ね成形のかわらけである。6は復元口径7.9cm、器高1.6cmo 9は復元日後8.3cm、器

高1.8cmo 14は復元口径12.6cm、器高3.8cm。

3溝のかわらけは、いずれも13世紀代の糠相を呈するものである。

15は青白磁の皿lか。素地は精良轍密。淡青白色の紬が施される。

16、17は木製品である。 16は独楽半片。残存径4.5cm、高さ 3cmである。白木の製品か塗漆かは定かで

はない。17は蜜柑状の製品。残存径4.5cmX5 cm、高さ4.3cm(金属部合)。中央の箪柑のへたにあたる場

所には鉄製の吊り金具が打ち込まれている。成形の削りが顕著であり、漆が施されていたものか。

18は釘状鉄製品。残存長約 6cm、幅 5mm。

b.石塔(図16)

1区からは五輪塔の空風輪 l点、火輪 3点、水輪4点、、地輪 7点が出土している。石材はいずれも安

山岩と思われる。

1-3・5・6は商ヶ谷入口堆積土より出土。

1は空展碍命。四面に党字 r "1存可 ・列 1i_.烈:資:・ 1買手(j を彫っている。(図に示 した拓

影は右に向かつて逆時計回りに転回させたもの。)

2-4は火輪。 2は凹面に党字 r.:r::. .主-で・工」を彫っている。

4・7・9-14は2溝の水溜め遺構より北側の覆土より出土。

5-8は水輪。7は党字 r'Z( j が彫られている。8はpit1より出土。 党字は彫られていないようで

ある。9-15は地輪。 9・10・12は党字又は銘をもつか否か不明瞭なもの。 11は一面の左隅に「五月廿

三日」の銘が認められる。他にも文字らしい芸IJみがわずかに認められるが、不明瞭である。13は四面に

-26-
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党字 「夜・まl.交・弘 J がそれぞれ刻まれている。このうち東に面すると考えられる「 交 」の

面には銘が刻まれており、「明徳三年正月廿六日」が明瞭に読みとれる。 14は一面に「 守主」 が刻まれて

いるが、他の面は摩滅している。

15は2溝下層より出土。摩滅が激しく、穂子は読取れない。

第 2節第 2調査区出土遺物

(1)瓦

図20-1 -7は遺構面上層造物包合層より出土。このうち 1-6はI期の唐草文字瓦である。焼成後、

女瓦部分省側を斜めに意図的に欠いており、隅切瓦として用いられたものと思われる。

7はII期の剣頭文字瓦。

8・9は2溝覆土より出土したもの。 8はI期の唐草文字瓦。箔はもともとYN101 e型式で、これの

左右を狭めた型式YN1 01 cである。 9はI期の女瓦。端部が欠損しているが、ほぽ中央で幅約30cm、厚

さ約2.5cm。

( 2 )瓦以外の遺物

a.かわらけ

2区2溝(図19-19-23)

19-23は2溝出土の戦艦成形のかわらけである。

19は復元口径13.5cm、底径7.7cm、器高4.4cm。素地は粗〈、器壁も厚い。口端部が外反する。 14世紀

末-15世紀前棄の株相を呈する。 20は復元口径13.3cm、底径8cm、器高3.7cmo 22は復元口径1l.8cm、底

笹7.3cm、器高3.1cmo 2点とも口縁の広がった器壁の薄くなる14世紀中~後半の様相を呈する。 23は復

元口径7.6cm、底筏4.4cm、器高2.4cm。底部のやや小さく全体的に丸みを帯びた14世紀中葉以降の様相を

呈する。

2区遺構面まで(図19-24)

24は2区の遺構商までに出土したかわらけである。他にも出土してるが小片のため l点のみにとどめ

た。口径7.7cm、底径4.8cm、器高2.4cmの鞭織成形のかわらけである。灯明皿として使用されたもので、

口縁部には灯心をを安定させるための打ち欠きと煤が付着する。索地はやや粗く、器壁は厚く 14世紀前

葉の様相を呈する。

第 3節第3調査区出土遺物

(1)瓦

図21・図22に示したものはA面上層造物包含層で検出したものである。

図21-1はI期の女瓦。長さ約41cm、厚さ約2.5cm。このように女瓦がほぼ縦半分に割れた状態で出土

することは多く、喫斗瓦として使用されたとも考えられる。

2はI期の鬼瓦。裏面に引掛け状の凸器をもつのが特徴である。当逃跡では出土した鬼瓦で、このよ

うな引掛けの設けられた製品はこれまでなかった。他に鬼の鼻の部分に穴を貫通させている製品も見ら

れたが、こうした穿孔が無い製品もあり 、鬼瓦が屋根に固定される方法が多様で、あったことを幾わせる。

3はII期の剣頭文字瓦。

4・5はII期の寺銘字瓦。

図22-1はI期の唐草文字瓦。 女瓦部分中央に釘穴が員通している。これは焼成以前に穿たれた穴だ

。。
ワ
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が、この他に後方右側には焼成以後に穿たれた穴をもっ。また女瓦部分IC{f!I)の筈1)れ口はl:i.:凶的に欠いた

痕跡があり、隅切瓦として用いられたものか。

3はH期の巴文鐙瓦。

4はII期の男瓦。 jえさ約40cm、制約19cm。

( 2 )瓦以外の造物

a かわらけ ・陶磁器 ・金属製品 ・石製品 ・漆製品

3区A商まで(閃23-1-14)

1-3は鞭櫨成形のかわらけ。

1は口径7.8側、底徳4.9cm、総高2.6cm。底部はやや小さく、体部は丸みを俳ぴ内湾する。本地は桁.b!，

灯明皿として使用された。 14世紀~I-'葉の様相を呈する。 2 は従兄口径11.2cm、底径6.4cm、完全市'î3.9cm。

素地は非常に粗く、底部も小さい。 体部は口織に向かつて大きく外反してhC14世紀後、い-15世紀初

等にかけての様相を品している。 3 は復元口径13.6cm、底径 8側、器高3.7cm。 捺壁は樽〈、よ地もお'a~

14世紀中葉の形態である。

4、5は常滑の担鉢である。 4の紫地は村iJ.~，色調は赤みがやや強い 。 11 紙百11が外fJ(i) ，こ突，'1'，する。5

の素地は精良だが2-5mm大の長石が多く含まれる。焼成も.b!女子。体部内而にスタンプによる文織の|析

片が見うけられる。総高は11.5cm。

6 は禍華111の輩。 口径2.6cm、底径2.6cm、体制HI~大径5.1cm、 ?~fi(:j 3 . 9cm。来地は灰1':"1色料品鰍密で部情

は薄い。底部から約 1mmを残しfJlIが施されている。

7は背磁碗片。復元口径10.6cm、高台径4.8cm、器高3.3cm。よ地は精j込鍛官、灰臼色を・4する。糸川

を除き背緑灰色の柑が施され、 n入が見うけられる。

8はiii戸鉢の口総古n片。素地は武灰白色で利段、口織が内向し樹君111が施される。告1)れ11には変漆が付

着することから、 一度修復されているものと推測される。

9、10は鉄製品である。

9は鉄釘である。途q:，から折れ曲がるが、長さ約13cm、幅約 7mm。頑明書11はtiされて折り 1111げられて

いる。

10は刀子。残存長12.1cm、幅2cm。片切メ]で11l't穴が穿たれている。

11は砥石片。残存長11.5cm、最大幅2cm。主に凶正面、及び左側面を使川したと思われる。

12-14は漆製品。

12は期途 ・形態は不明である。表面の形態は全凶iに黒漆娩りで、頚部に珠文を巡らし一見待炉のよ う

にも見受けられる。この塗漆の上に、金箔が押されていたと忠われ部分的に令指が泣存している 。 ~Ifri

は焼損している。残存長は最大で6.1cmX5cm。

13は蝶銅製品。技存部は7.7cmx2.2cm。蝶銅1'1体は残っていないが、文織は蝶銅が地め込まれた部分

の形からから宝相都文と思われる。周囲にはm漆が施されている。昭和63年度調査時に、池小から.LI'，1'. 

た焼却iした螺銅器物の文様も宝相俗文であった。

14は;返事の菅である。花弁部分は木質黒漆按り。最大径は9.5cm、残存長は10.2cm、縦)jli'lで合わせる

形に 2分割して製作されている。これを、幅2.5cm、釘部分の長さ 5mmの鉄製の鎚を、苛の'1'ほどに 2問

所打ち込んで接合している。替の外而は黒漆主主りで、金箔が施されていた nf能性もある 。 内的iはさ巨H~lで

あったものか焼損している。等部分は金銅製である。最大径9.8cm、j半さ約 3mm。表面にイヒ弁状の文様が

浮彫され、裏面と膏部分か報する所に鍍金が顕符に遺存する'lJから、焼tJ1Iiijは全面に鍍令が施されてい
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たと忠われる。また、菅と苓の取り付けには長さ1.6cm-1.8cmの銅製の釘が4本使用されている。

3区トレンチ上層(図24-1-11)

1-3は輪艦成形のかわらけ。 1は復元口径8.6cm、底径6cm、器高1.5cmo 2は復元口径8.7cm、底笹

6.4cm、器高1.4cmo 3は復元口径8.5cm、底径6.4cm、器高1.7cm。いずれも砂を多く含む粗い素地だが、

焼成は良好である。底部が大きく、器高が低い。

4-11は手控ね成形かわらけである。 4は復元口径8.6cm、器高1.9cmo 5は復元口径8.7cm、器高1.9cm。

6は口径 8cm、器高1.8cmo 7は復元口径8.6cm、器高1.9cmo 8は口笹8.4cm、器高1.8cmo 9は口径9.3cm、

器高2.1cm。いずれも素地は精良で底部は厚く、体部の断面が三角形状になる。 4、6、8は底部の形状

が糸切りを意識するように平らである。10は復元口径11.7cm、器高 3cmo11は復元口経13.8cm、器高3.7cm。

トレンチ上層のかわらけは13世紀ヰ』頃の様相を呈しているものと思われる。

3区トレンチ下層(図24-12-15)

12-14は手控ね成形かわらけ。 12は口径13.2cm、器高3.4cmo13は復元口径14.1cm、器高3.9cmo14は

復元口径13.8cm、器高3.7cmo13はやや砂が多いが、他は素地精良敏密。体部には手控ね部分とナデ部分

との境が明瞭。

15は離職成形のかわらけ。復元口径16.6cm、底笹11cm、器高4.8cm。素地は精良で、非常に大ぷりの製

品である。

これらトレンチ下層のかわらけは、いずれも13世紀前半の;様相を呈していると考えられる。

b.木製品 ・漆製品

3区A面まで(図25-1-9)

1は塗漆の製品である。残存長17.3cm、幅5.1cm、厚き 6mm。表、裳面ともに塗漆であるが、裏面は両

端と中央部のみの残存である。

2は残存長15.4cm幅 9cm、厚さ 9mm。端より約2.5cmに位置に木皮を使ったつまみが付けられている。

それぞれ蓋物と思われる。

3は最大径6.1cm、厚さ1.5cmの円形の製品である。 側面の削りが顕著で、筒状の物の底部と思われる。

4は用途不明。上部が斜めに削られ、漆が付着する。当初は全面に施されていたものと考えられる。

裏面はすべて'焼損。

5は形状不明。最大残存長10.5cm、幅6.7cm、厚さ1.2mm (ただし裏面は焼損)。成形のための削り痕が

認められる。現状では明らかではないが、塗漆の可能性もある。

6は形状不明。最大残存長13.5cm、幅10cm、厚さ3.3cm(ただし裏面は損傷)。表面は丁寧な下地塗り

の上に漆が施されている。仏像の残欠か。

7は木製の剣である。材質は針葉樹で、長さ51.5cm、最大幅3.5cm、最大厚1.7cm。両刃で中央に鏑が

入る。現状では白木だが、塗漆もしくは金箔が押されていた可能性もある。文殊菩薩等の仏像に付属す

る宝剣か。

8は形状不明品。残存長17.7cm、幅6.7cm、厚さ1.9cm (ただし裏面は焼損)。現状で漆が、僅かだが残

り下地塗りの痕跡が認められることから、表面全体に漆が施されていたと思われる。

9は形状不明品。残存長約14.7cm、幅約 9cm、厚さ(最大)2.2cm。外面は連弁状に彫り込まれ、塗漆

のための下地が残る。内面は器状に削られ、やはり下地が残ることから両面とも塗漆であったと推測さ

れる。

C.部材(図26-1 -7) 
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1 -7は、 3区出上の木製部材である。

1は長さ41cm、制3.2cm、厚さ3.1cm。両端がL字形に成形され、側面に深さ 1cmの溝が37.5cmに渡り

施されている。両端には1.7cm幅の木片が差し込まれている。建築部材か。

2は残存長41.8cm、幅2.4cm、j早さ1.4倒。角は商取りされ、片{J!IJが制く削り込まれる。

3は残存長27cm、最大幅3.1cm、厚さ 4mm。片端は鈎状に家IJまれ、"，央部は弧を摘くように、成形され

る。去、誕のl'時而とも下地及び部分的に漆が遺存している。用途は不明。

4は伐作長24cm、幅3.6cm、厚さ2.8cm。半分は焼損し、形状、附途ともに不明である。

5は伐イ子長24.1cm、脈5.1cm、厚さ2.8cm。中心に穿孔有り 。
¥ 

6は.M大長73.8cm、残存l隔14cm、J!l.さ1.6cOlの板状の材で、両立Jliは鋭角に加工されている。

7は残存長63.6cm、IT，'ti7.8cm、厚さ4.4cm。片端は斜めに、もう )-'1端はL下状に加工され、 5本の釘が

伐る。 ιド央のー古I1が焼損している。建築部材と考えられるが使川箇所幹;は不明である。

¥ =b:::-てクl ℃二コープ2 にことごク3

ヤ「ニヲ4 kここ」こク6

亡ζヒ メ ?でFヲ 7 亡ーとzク9

に三とd 丈司;乙メイ

¥こLヨイ ¥一ーヒ:J
lOcm 

図24 第3調査lズ トレンチ I..IM・ド附 Ji.以外
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第 4章まとめ

，炉

今年度の調査は整備委員会の指導助言に基づき、「遺*の調査」昭和63年度調査時に確認した遣水の流

路の確認。「堂舎背後の調査」南複廊、阿弥陀堂背後の確認。「苑池の調査」昨年度検出した東側汀線北

側の続き等を主眼として、第 1調査区、第 2調査区、第 3調査区の 3ヶ所の調査を実施した。各調査区

で検出確認した主な調査成果を調査区ごとにまとめてみる。

第 l調査区

2・3・5構の始まりを調査区の北西隅、西ヶ谷の入口部分で確認した。この場所で 2・3構と 5溝

を分け、 2・3溝は伽藍背後、西側の山裾を北から繭に向かつて深く、直線的に開削されているのに対

し、 5溝は北側の山裾を東の苑池に向かつて浅く蛇行する形で掘られていた。これはそれぞれの溝の性

格が異なるためと考・えられる。2・3溝は伽藍背後に配され、規模も大きいことから主に排水を目的と

した溝と考えられる。5溝は浅く蛇行し所々に景石、庭木根株等が検出されたことから造水と考えられ、

昭和63年度調査時に確認されている北翼廊の先端、釣殿的建物の下を潜り苑池にそそぎ込む 5構(IIl期

以降の進水)と考えられる。この時に合わせて確認されている 7構(創建期 ・II期の遣水)は、調査区

外では現在北翼廊の先端部分から北側の山裾・、市道の下に潜り込み、調査区内ではm期に流路を付け替

えた時に、埋め込まれてしまったため完全な形で検出されなかったが、中門の脇で5溝と合流している

ものと推察された。

調査区の北西、 5講の上流部分で底面レベルが確認されているのはグリッド杭B-3脇で海抜19.8m

である。苑池の注ぎ口では18.7mで、この聞の高低差は約1.1mある。遣水の上流から苑池にそそぎ込む

地点までの直線距離は約35mあり、高低差と直線距離から 5溝は約100分 3勾配で作られたものと考えら

れる。作庭記の「遣水の事」中に記されている遣水の水路の勾配の数値も(水路の高下を定めて、水を

流し下すに就いて、一尺につき三分、 ー丈につき三寸、十丈につき三尺を下げたならば、*が滞りなく

せせらぎ流れるのである。)100分 3勾配である。

第2調査区

調査区の北東隅で検出した直線に並ぶ伊豆石の石列は、南複廊の図而と合成すると複廊の梁行き方向

の柱列に平行し、西に約 8尺離れ所に位置する事から複廊の雨落ち溝の底石と思われる。

また目隠し塀と溝が平成 2年度に続いて確認され、併せて砂利敷きの道路(幅約 4m) が確認された

ことは、伽藍背後の様子を明らかにする資料を与えてくれた。

第3調査区

鎌倉石の切石を敷き並べた溝と石夢IJは、昨年度の調査で検出した滝口の北側脇の 2個の鎌倉石切石と

橋遺構の脇で、橋脚とは関係ない直筏約30cmの掘立位が274又検出されているが、図商を合成してみると、

講の西端で南に直角に曲がった切石の線上に位置する事が確認された。この結果、東西の幅約 7m、南

北の長さ約23m以上の南北に細長い空間が確認された。南の限界はおそらく滝口までと思われる。

この溝と切石、掘立柱で閉まれた空間は周囲より 10cm程高く海抜18.8mである。精査しでも礎石を据

えた痕跡、柱穴等は確認されず建造物があったとは考えにくい。 II期から苑地の大規模な捜め立てが行

われているが、この溝と切石、掘立柱で囲まれた空間を造るために埋め立てが行われたとも考えられる。

昨年度の調査で検出した橋泣構の調査から、二階堂正面の苑池にはおがないことが確認されているJ作

庭記」 中に行事の行う際、苑池の中に島がある場合、これを利用して舞台、楽人の控え等の場所を作る

司
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。J';が記きれている。永福寺の場合にも様々な文献から数々の行事が行われた事が知られているが、 二階

堂E面には烏がないことから、正面対岸に当たる苑池東側で確認した切石溝と石列に阻まれた空間(7x 

23m以上の範囲)に、舞台や幌合等行事のための施設を設けたとも考えらる。

字治平等院でも後に、苑池の対岸に小御所が設けられていたことが近年の調査で確認されたが、閉じ

ように永福寺でも創建当初に造られていない施設が、 II期頃までに設けられたと考えられる。

i原頼朝は、永福寺を攻め減ぽした平泉藤原氏を始め、戦いで死んだ将兵の量販兎(怨盤鎮護)のために

造営し法要しか行わなかったのに、頼朝の死後、頼家 ・実朝の頃から舎利会(舞楽)、宴会、蹴鞠等様々

な惑やかな行事を行うようになり、使われ方に変化が見られるようになった。永福寺の持つ性格が年代

とともに変化していったことを窺うことができる。

今年度も諸先生、諸先輩から多くの12重な御教授を受け、周辺住民のみなさまの深いご理解を賜り、

造水、目隠し塀、道路、苑池汀等の確認という大きな成果を上げ、また事故もなく 6ヶ月間に渡る調査

を無事終了することができたことを記し深く感謝する次第である。

1. r作庭記の世界』 森羅 NHK Books カラー版c-27。

遣水の事

一、第 1に、水のi原の方向を定めねばならない。経に、東から雨に迎えて西へ流すのを)1民流とすると

ある。西から束へ流すのを逆流とするとある。故に東から西へ流すのが常である。また、東方から

出して合麗の下を通して、未申(南西)の方へ出すのが最も吉である。それは青竜(東)の水で、

諸々の悪気を白虎(西)の道へ洗い出すからである。その家の主人は疫気や悪癒の病にかからない

で、心身が安楽寿命が長速であると言っている。

聞神相応の地を選ぶ時に、左から7.Kの流れるのを背竜の地とする。そうであるから、遣水も殿舎

或は寝殿の東から出て、南に向けて西へ流すべきである。 …略

水が東に流れている例は、天王寺の亀井の水である。大子伝に、背竜の常にまもるれい水は東へ

流れるとある。この説の様であるならば、逆流の水て弘あっても東方にあれば吉である。…略

一、水路の高下を定めて、7.Kを流し下すに就いて、一尺につき三分、一丈につき三寸、十丈につき三

尺を下げたならば、水が滞りなくせせらぎ流れるのである。

但し米になれば、勾配をつけない所でも、上の水に押されて流れ下るものである。現在はり流し

て水路の高下を見ることがむつかしいならば、竹を害IJって地面に仰向けに伏せて、7.1'<を流して高下

を定むべきである。この様に用意しないで、構わず家屋を建てることは、いわれを知らないのであ

る。7}<の水上が格別に高い場所については、特に言う必要がない。それは山水の便を得た地である。

遣水はどの方向から流し出しでも、あまり縫らないで、、このはしあのはし、或いは、こちらの山

際に、必要に応じてはりょせはりょせして、面白く流してやるべきである。 …略

島について

略…、後の方に諸行事の舞楽を演奏する舞おや楽人のための雌舎などが設けられるように用意せね

ばならない。楽屋は 7、8丈にも及ぶことがあるから、島は予め用意して広めに置きたいのである。

2.宗教法人平等院『平等院庭闘発掘調査概要報告書IIJ 1993年。

N.検出した遺構 B.第11トレンチ

3.舞楽の初見 全課『吾妻:鏡』第 3巻新人物往来社

巻第23 健保5年(1217) 9月30日

「永福寺に始めて合平IJ会を行はる。尼御堂所 ・将草家ならびに御堂所経11出。法会の次第、舞楽巴
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下薬を盤し、善を重量す。」

4.宴会の初見全諜 r吾妻鏡』第 2巻新人物往来社

巻第16 正治 2年(1200)閤2月29日

「…略、永福寺において邪曲あり。僧・稚児等釣殿に参り 、しき りに盃楢を申し行ふ。御供に候

ずるの輩、すこぶるも って酪町す。」

5.蹴 鞠 の初見全諜 r吾妻鏡』第 2巻新人物往来社

巻第16 正治元年 (1199) 9月23日

「…略、中将家 (頼家)永福寺に渡御。御鞠あるべきところ、雨によって止められをはんぬ。」

-39-



附編 史跡永福寺後の花粉化石(平成 6年度)

鈴木茂(パレオ・ラボ)

平成 6年度における発掘調査は 1-3地区に大きく分かれ、そのうち、第 3調査区においては各時期(1、

II、III期以降)の池の汀線跡が検出された。また、それにともない各時期の土佐積物も採取することがで

きた。昨年度においてもほぽ同様の推積物が採取されたが、 II期の堆積物については状態がよくなく、

この時期の植生について検討することができなかった。この点、今年度の報告においては各時期の縦横

物がそろい、池が存在していた時期を通しての池周辺の古植生についての検討が可能である。また、第

1、第 2調査区においては、 2溝、 3溝、およひ"遣水が検出され、それらを:盟積している堆積物を採取

し、それらについても花粉分析を行った。この、 2溝、 3溝は永福寺の主要建立物の裏手を通っており、

裏手丘陵部の植生について、 j也土佐積物とは違った情報も得られることが期待される。

こうした観点から、採取された各試料について花粉分析を行い、その結果、考・察を以下に示す。また、

発掘調査の際、検出 ・採取された倒木や杭などの木材泣体について、それらの樹種についてもあわせて

検討した。

1 .試料

花粉分析用試料は、第 1-第3調査区(図27)おいて検出された池や溝;惟棋物について柱状、および

スポットで採取した。これら試料の採取位置を図28に示した。以下に、試料採取層準についての土層記

載を示すが、詳しい土層断面や記載については本論を参照して項きたい。

1 )第 l調査区

本調査区においては、調査区南壁より 2溝、 3溝の、調査区北壁より造水の埋積土を花粉分析期試料

として採取した(図28)。

2構(試料12-15)は、全体に土丹ー(泥岩)を主体とした砂レキが多く、花粉分析試料としてはこれ

ら土丹塊の聞を埋める粘土質(黒灰色粘土)の部分を採取した。

3溝(試料9-11)の埋積土は、全体に補色を帯びた黒灰色を呈し、試料 9層は砂レキ混じりの粘土、

その上位層は粘土質の砂レキ(土丹)層、 下位も粘土質砂レキ層である。試料10府は砂質粘土て¥材片

が認められる。試料11層は粘土質の砂レキ層である。

遣水(試料16-18)の埋積土は、試料16層が背灰色の砂質シルト~シルト質砂で、カワラ片や玉砂利

(繰色i疑灰岩)、土升が多く認められる。この上位層は補色を，帯びた青灰色の粘土~シルトで、最上部に

は富士宝永テフラとみられる黒色スコリアがレンズ状に認められる。試料17層は黒灰色の砂質粘土、試

料18層は粘土質砂で¥土丹が散在している。

本調査区の材試料は、3i茸に沿って認められた杭列のうちの 2試料(材 l、材 2)、 3溝がはじまる溜

りの脇で検出された柱材(材 7、材8)、およひ'造水内より検出された根株(材9)の計5試料である(図

28)。

2)第2調査区

2溝試料(試料22-24)は本調査区南壁断面(図29)より、 3溝試料(試料19-21)は東壁より採取

した。
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2溝の埋積土は、本地点においても土丹が非常に多く、試料

22、23は土丹の聞を埋めている黒灰色粘土である。また、試料

23には多くのニヨウマツ類の楽が合まれるが、保存状態が悪く、

アカマツかクロマツかなどについては検討できなかった。試料

24層は最下部の黒灰色粘土混じり砂レキ層である。

3溝について、試料19層は黒青灰色粘土で、土丹や玉砂利が

多く認められる。この上位屑は、 土丹粒が多量にはいる黒補色

粘土層である。また、下位の試料20層は、青灰褐色の粘土で、

こ仁丹小片が認められる。試料21J習は青灰色の土丹小片が主体の

層で、 上位と同様の粘土が合まれる。この下位は基盤の泥岩層

2溝や 3溝は基擦を削って造られている。で、

本地区の材試料は、調査区南壁の 2溝埋積物中に認められた

材3、材 4 (図29)、および、西壁より突き出たかたちで検出さ

~2 剥3笠区 2 ~1fi.の試料採取位置凶院129(図28)。れた材5、材6の4試料である

3)第 3調査区

花粉分析用試料は苑池の推積物で、調査区東壁に近い部分で掘られたトレンチ(試料 1-4)、および

(図28)。北壁の 2地点の計3地点より採取された

試料 1-4は黒灰色の粘土で、やわらかく、植物片が点在している。また、下部はやや塊状で、亀裂

がはいりやすい特徴がみられる。この土佐積層は苑池 I期の時期 (12世紀末-13世紀前半)のもので、上

位の菅灰色土丹用にも、その聞を埋めるように認められる。

6 J習は黒灰色の砂質シルト~粘土で、植物追体が散在している。本庖は苑i也II期(13世紀中試料5、

頃)の堆積層で、その下位(池底)は黒灰色のシルト質砂、上位は黒褐色粘土で、土丹塊が点荘してい

る。

8は背灰色の砂質粘土で、下部は植物遺体や土丹小片が多く、貝殻片も認められる。その上試料7、

j
i
j
j
j
 

これらは苑池のIII期以位層は褐色を帯びたやや砂1{の黒色粘土で、玉砂利や土丹小片が点荘しており、

降 (13世紀後半以降)の堆積層である。また、下位層は背灰色の粘土質砂で、池底にあたる。

本調査区の材試料は、 I期池土佐積物を覆う層の上位より検出されたもので(材10:図28)、13世紀後半

以降と考えられているものである。

2 .分析方法

以上、 3調査区より採取された、計24試料について、次のような手順にしたがって花粉分析を行った。
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試料を遠沈管にとり、 10%水酸化カリウム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後0.5mm目の飾にて織物逃

体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に46%フッ化水素酸溶液を加え20分開放置

する。水洗後、酢酸処理を行い、続いてアセトリシス処理(無水酢酸 9: 1 i農硫酸の割合の混酸を加え

を行う 。7l'<i先後、残i芦にグリセりンを滴下し保存用とする。なお、試料 1-8については3分間湯煎)

体積(約 1cc)を測定してから分析に供した。他の試料9-24については、 3-5gを、試料が砂レキ
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フラニンにて染色を施した。

3 .出土木材の樹種同定

発掘調査の際に検出された木材泣体のうち、 10試料について樹種同定を行った。これら]0試料の採取

位世については鴎28および凶29に示した。なお、 Il'i)定作業は藤掛(パレオ ・ラポ)が相当した。

1 )方法および結果

木材は、片刃カミソリをmいて試料の横断面(本11とlii)義)、接線断面(紙日とIli)義)、欣射断而 (ftf

1=1と同義)の 3断而をつ くり、ガムクロラ ール (GumChloral)で封入し、永久初本を作成する。樹稀

の同定は、これらi標本を光''(:顕微鏡下で40-400惜の1t・中で観察を行い、現生椋本との比較により行う。

以ドに各根本の記載をiliiべ、その結果を表 1に示す。

表 1 永福寺跡出土材の樹格

試料用途など 出土位置 樹 種

1 わt材 I区3j~Yj.脇 マツ属後先Ifi~今'..IkïJEhJí.

2 Hc材 I区 3i1Yj.J1私 エノキ属

3 倒木 III豆2滞 ヒノキ属

4 倒木 H区 2j，Yi. サクラ属

5 倒木 n医西噌 2i町 ス ギ

6 倒木 II区凶賊 2i，V; ス ギ

7 柱材 112{i留り脇(1~，j{l!I)) ヒノキ属

8 位材 I区滑り脇(北{j[I)) ヒノキ属

9 .f'1~株 I区造IJcI人j アカマツ

10 相株 3区池脇 クロマツ

2 )記載

アカマツ E並旦sden豆f10r呈Sieb.et Zucc. マツ科 |ヌ1)以35、1a-1c.

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取り IJ~ むエ ピセリウム制JI包か らなる針葉樹材で、早村部

から晩材部への移行はな、である(横断面)。放射組織のうち、 柔制胞の分野蛾干しは窓;j)(であり、欣射仮道

杭:の内壁は内側に向かつて鍬-歯状に苦しく突出 している (欣射断面)。放射組織は、エ ピセリウム細胞以

外は、欣射仮道管も合め~í.タ1I で 2 -16細胞前iであ る (般縦断副)。

以上の形質から、マツ科マツ同のアカマツの材と Ilî) ~とされる 。 アカマツは、I)~~'I' I . 114l!l . )し外!などの

l段拙および温帯下苦1Iに分布する樹高30m、特俺].5m'こj主する防総針葉樹である。

-43-



クロマツ Pinus thunber~i i Parlat.マツ科図版35、2a-2c.

放射仮道作、垂直および水平樹脂道、これを取り阻むエピセリウム細胞からなる針葉樹材で、早材部

から晩材部への移行は急である(横断面)。放射組織のうち、柔細胞の分野壁孔は窓状であり、放射仮道

管の内壁は内側に向かつて鋸歯状に突出している(放射断面)。放射組織は、エピセリウム細胞以外は、

放射仮道管も合め単列で2-14細胞高である(接線断面)。

以上の形質から、マツ科マツ属のクロマツの材と同定される。クロマツは、本州(青森県以南) ・四

国 ・九州などの海岸沿いに多く分布する樹高40m、幹径2mに迷する常緑針葉樹である。

マツ属複雑管束.ill!!，鴎 Pi旦旦~subgen. Qiploxylon マツ科

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取り囲むエピセ リウム細胞からなる針葉樹材で、 早材部

から晩材部への移行は急である (横断面)。放射組織のうち、柔細胞の分野壁孔は窓状であり、 放射仮道

管の内壁は、不明瞭ではあるが、内側に向かつて鋸歯状に突出している(放射断面)。放射組織は、 エピ

セリウム細胞以外は、放射仮道管も含め単列で 2-13細胞高である(按線断面)。

以上の形質から、マツ科マツ属のマツ属被維管束亜属の材と同定される。マツ属複雑管東亜属には、

前述のアカマツ (P.densiflora) とクロマツ (P. 出unber~ii) があるが、組織の保存が悪いため識別で

きない。

スギ Cryptomeria詮巴豆旦(Linn.fil.) D.Don スギ科図版35、3a-3c.

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞からなる針葉樹材で、早材部から晩材部への移行はゆるやかであ

る(横断面)。分野壁孔は、水平方向に長軸をもった典型的なスギ型で、 1分野に 2佃見られる(放射断

面)。放射組織は、柔細胞からなり、単列で2-13細胞高からなる(接線断面)。

以上の形質から、スギ科のスギの材と同定される。スギは東北から九州にかけての温帯から暖帯にか

けて分布する常緑針葉樹である。

ヒノキ属 Chamaecyparis ヒノキ科 図版36、4a-4c.

{反道管、樹脂細胞および放射柔細胞からなる針葉樹で、早材部から晩材部への移行は緩やかである(横

断面)。分野捲孔は、ヒノキ型で 1分野に 1-2佃ある(放射断面)。放射組織は、柔細胞からなり 2-

]4細胞高である(接線断面)。

以上の形質から、ヒノキ科のヒノキ属の材と同定される。ヒノキ属の樹木には、ヒノキ(♀A註盗塁)

とサワラ (C.pisifera)があり、ヒノキは本州、四国、九州の温帯に分布する樹高40m、幹径2mに達す

る常総針葉樹で、サワラは、本州、九州の温帯に分布する樹高30m、幹径1mに達する常緑針葉樹である。

エノキ属 Celtis ニレ科図版36、5a-5c.

年輪のはじめに大型の管孔が 1-2列並び、そこから径を減じた小管孔が早材部では多数集合して斜

め万向に配列する環孔材である(横断面)。道管のせん孔は単一で、小管孔な内壁にはらせん肥厚が見ら

れる(放射断l創)。欣射組織は、異性 1-11細胞幅、 3-71制1I包高で鞘細胞をもっ (接線断面)。

以上の)伊賀から、ニレ科のエノキ属の材と同定される。エノキ属の樹木には、本州以南の暖帯から亜

熱Jii?に分布するエノキ (C.sinensis)や、温帯に分布するエゾエノキ (C.jessoensis)などがある。エノ

キは樹高20m、幹徒 1mに達する落葉広葉樹である。

-44-



サクラ属 E日旦些パラ科図版36、6a-6c.

年輪のはじめにやや小型の管孔が数個放射方向に桜角して散在する散孔材である(横断面)。道管のせ

ん孔は単一で、その内控にはらせん肥厚がある(放射即日商)。放射組織は、向性に近い史J性で、 1-5細

胞師、 2-86細胞高である(接線断面)。

以上の形質から、パラ科サクラ属のうちヤマザクラとモモ以外のサクラ属の材と同定される。サクラ

属の樹木には、イヌザクラ (P.buergeriana)やウメ (P.mume) など数種~iある 。

4 .花粉分析結果

検出された花粉 ・胞子の分類群数は、池推積物(試料 1-8)が、樹木花粉38、炉本花粉33、形態分

類で示したシダ植物胞子 2、部類1の計74、溝部(試料9-24)が、樹木花粉38、1'.'(7ド花粉32、形態分類

を含むシダ植物胞子3の計73である。これら花粉 ・シダ舶物胞子 ・藻類のー!誌を去 1 (池脱税物)、表 2

(溝部)に、また主要な花粉 ・シダ植物胞子の分布を凶30(池推積物:第 3，J，司究l孟)、凶31(3溝:第 l

調査区)、図32(3溝:第 2調査区)、図33(2溝:第 2;調査区)、図34(遣ポ:第 1調査区)に示した。

なお、第 1調査区の 2講試料(12-15)については、分析の結果、ほとんど伐前が仰られず、検鏡は行

っていない。分布図における樹木花粉は樹木花粉総数を悲数に、草本花粉、シダM物Jl包子は全花粉 ・胞

子総数を基数として百分織で示しである。表および聞においてハイフンで結んだ分知群はそれら分知群

聞の区別が困難なものを示し、クワ科 ・ユキノシタ科・パラ科 ・マメ科の花粉は樹木起源と革本起源の

ものとがあるがそれぞれに分けることが困難なため似宜的に草木花粉に一指して人れである。また花粉

化石の単体標本(花粉化石を一個体抽出して作成したプレパラー ト)を作成し谷々にPLC.SS番号を什し

形態観察用および保存用とした。

1 )池堆積物(試料 1-8) 

I 期 (12世紀末-1311上紀前半)においては、針集制のスギ属が30%を越え るm引慾をポし品も多く検

出されているが、 IJ例上部の試料 1ではやや出現率を 1、・げている。同様の傾向がイチイ科一イヌガヤ科ー

ヒノキ科(以後ヒノキ知と略す)にも認められる。 反対の傾向がマツ属被維符~'lEl/.l~ (アカマツやクロ

マツなどのいわゆるニヨウマツ類)にみられ、下部では 1%ほどであるが、上部の試料4では22%の1'1'1

現率を示している。広葉樹矧では、コナラ属アカガシ恒ht:.が最も多く得られているが、出税率としては

10%前後で、上部でやや出現率を下げている。シイノキ尚一マテパシイ属(以後シイ矧と略す)も最下

部で10%弱であるが上部でやや出現率を下げている。その他、クマシデ鴎ーアサダ凶やコナラ属コナラ

亜服、ニレ属ーケヤキ属などが1%を越えて連続して併られており、試料 1、2ではカキIit:.花粉が観察さ

れる。革本類ではイネ科が10-20%と最も多く符られている。ヨモギ属 OO%liij後)も比較的検出され

ており、その他、カヤツ 1)グサ科、クワ科、アカザ科ーヒユ科、カラマツソウ以、キンミズヒキ屈など

が述続して得られている。また、試料3より l点ではあるが、ベニバナ属近似純が検出されている。

11期にはいると、スギ属は10%以下と急激に11'1引率を下げ、ヒノキ類も|元l様の傾向を示している。代

わって、ニヨウマツ類やコナラ亜属が20%のtl'l:y，!.率をぷし、最も多く得られている。その他では、クマ

シデ属一アサダ属、コナラ司lilt.l(，、クリ属などが5%前後検出されている。革本知のIliめる割合は u切に比

べ小さくなり、イネ科のm~l彩も 10%以下に減少している。ヨモギ属も問機の傾向をボしている。この

IO切においてのみ、水生植物(浮葉植物)のアサザ凪アサザ型が検出されており、特徴的である。

m期以降においては、 ニヨウマツ類が圧倒的に多〈、出現率は60%を越えている。その他は、エノキ
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ぷ2 史跡ノkN.I!j:跡の必山花粉化石一 覧表(その 1: #:池.ljt続物)

[ :期 日期 周期以降
和 名 学名

2 s 4 5 6 7 8 

ーー*マキ. Podoearpus 
モミ 属 Abies . z 
ツガ. T副19/1. 2 4 1 z l 3 1 1 
マツ..'UJJ匝.. Pinus subgen. DipJoxylon 28 8 43 80 173 244 
マツ属 {不明) Plnus (Unknown) 2 l 1 I 9 12 16 11 
コウヤマキ. Seiadopitys 2 1 . 1 1 
スギ. Cryptomeri/l. 27 49 46 35 24 18 12 8 
イチイ剥ーイ Fガヤ利ーヒノキ剥 T.-C. 6 10 18 s 4 2 2 1 
ヤナギ腐 Sal1x 3 l l . . 3 
ヤマモモ』圃 同yrica . . l 
サワグルミ.-91レミ属 Pteroc&rya-Jugl/l.ns 2 . 2 2 2 
クマシデ属ーアサダ属 Carplnus -Ostrya 4 13 5 3 13 16 5 10 
カパノキ鵬 BetuJa 3 4 4 I 2 - 2 
ハンノキ属 Alnus 4 4 2 3 z 
プナ属 Fagus 1 2 1 3 1 l 
コナラ属コナラ豆腐 QU9rcus subgen. Lepidobalanus 13 5 8 5 68 59 9 15 
コナラ.アカガシ麗腐 Quercus subgen. Cyclobll1411opSiS 9 15 27 15 39 27 3 12 
クリ属 Castanea z z l 16 18 5 2 
シイノキ鳳ーマテパシイ鵬 Castanopsls -Pasan/a 3 4 14 10 24 13 z l 
ニレ編曲ケヤキ嵐 Ulmus -ZelkovlI 4 2 4 5 10 5 

‘ 
19 

エJキ.-J..9/キ. Celti s-Aphansnthe . . 8 11 23 30 

フウ属 Liquidamber . . . 1 
ザ9~. ì!Ï似棚 cf. Prunus s 5 I I 5 
サンシsゥ. Zanthoxylum . 2 2 

ユズリハ. Daphnipbyll岨 . 3 . 
アカメガシワ繍 HaJJotus . . . 3 
モチノキ属 JJex . I . . 
カエデ属 Aeer . 4 3 2 

トチノキ瓜 Aesculus . . . i 
プFゥ. Vitis 2 l 3 

ジンチ g ウゲ剥 Th)'lllelaeaceae . . . 
グミ属 Elaeagnus . 2 . 4 

ウコギ剥 Araliaceae 1 z 
ミズキ. Cornus 
カキ属 Diospyros 
イボタノキ属 Ligustrum 2 1 
ガマズミ . Viburnum . 2 l 2 

スイカズラ. Lonicera 
ーー圃ーーー・・ーーーー，ーーーーーーー・・ーーーーーーーーーーーー圃ーーーーーーー・・ーーーー_.島岬骨申骨骨骨ーーーー---~・ーー骨ーーーー・・ーーーーーーーーーーーーーーーー骨骨ー・・ーーー--ーーーーーー--ーーーーー・・ー・ーー

‘由巳
ガマ属 Typha -. 4 -1643 
ヒルムシロ嵐 PotlJll叩'geton z . 3 

サジオモダカ鳳 AJlsma . . . 2 

オモダカ属 Sagittaria 2 . 2 4 21 
イネ科 Gramlneae 78 74 82 45 51 45 56 36 
カヤツリグサ剥 Cyperaceae 23 17 27 9 21 15 67 7 

ツユヲサ鼠 COId刃elina . . l l 

アヤメ斜 Jridaceae . . 
タワ料 Moraceae 7 4 11 7 17 9 18 5 

ギシギシ属 Rumex i . l 
イプキトラノオl1li PolygoflU1ll secl. Bialorla 1 . . 
サナエタデ節"ウナギツカミ節 Polygoflumsect. Persicaria-Echlnocau!on 4 . . I 2 l 

アカザ剥ーヒユ科 Chcnopodiaceae -Amaranthaceae 15 7 a 3 25 22 20 19 

ナデシコ剥 Caryophyl1aceae 1 2 2 . . 2 z l 

カラマヅソウ腐 Tha1ictrum s 7 8 a 』 z 
他のl¥'ンボウゲ科 olher Ranunculaceae 2 3 3 3 2 i - 2 

アブラナ剥 Cruciferae 11 z 
‘ 

l 7 7 17 7 

ユキノシ~" Saxlfragaceae 8 s 8 s 3 2 1 l 

ワレモコウ属 Sangui sorb.! . . - I 

キンミズヒキ属近似f・ cf. Agri/IICnia 7 a 6 3 4 -
他のバラ剥 。therRosaceac l 3 

マメ剥 Legt胤 Inosae 7 4 13 6 4 2 5 

ツリフキソウ. ImpaUens 4 8 s 3 s 

セリ剥 UlDbell i ferae . 5 4 10 5 10 

アサザ盟 Nymphoides peltata lype . 1 

シソ剥 Labialae . . 1 l 

オオバコ属 Plantag，。 z 2 a、 s 4 3 3 

へ9ソカズラ. Paederia z 
アカネ.ーヤエム グラ属 Rubia -Gali岨

ベ=パナ廊近似f・ cf. Garthuus 1 

ヨモギ. ArteJllisi/l. 44 59 40 36 27 32 20 11 

他のキ空軍事司 olher Tubuliflorae 7 4 3 5 3 2 z 
タンポボJ!利 Llgull f10rae 7 6 s 7 3 3 4 2 

'ーーーーーーーーーー甲町・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ー一一一一号F 骨ー・ー骨ーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一・ーー・ーーーーーーーーー曲骨骨ーーー骨ーーーー・・ーーーーーーーー

シダ植物
単条劉騎手 Monolele spore 56 79 59 44 66 64 30 29 

三条!fl胞子 Tri lele spore 11 8 7 4 4 3 z 2 
-・ーー帽骨--ーーーーー，ーー喧ー----ーーーーーーー・・ーーーーーーーーーーー・・ーーーーーーーー・・駒ーーーーーーー--司ーーーーーーーーーーーー圃・・ー・骨骨ーーーーーー骨ー曲ー・・ーーーーーーーーーー骨骨量------ーーーー

IUI鯛
タンショウモ属 Pediastrum . . 14 

ーー唱曲圃薗ーー-_.・a・・・・圃晶画ーーー圃曲ー・・・・ーー骨骨骨ーー・ーーーー『ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー曲・・・・ーーー骨骨骨ーー'ー・・ー圃ーーーーーー・・・・・・骨骨骨骨ー・・ーーーーーーーーーー曲ーー

樹木花粉 Arborea1 pol1en 124 134 152 99 280 286 265 369 
車本花粉 Nonarboreal po11en 239 221 230 164 183 154 1905 99 

シダ情物胞子 Spores 66 87 66 48 70 67 32 31 

花粉・胞平総敏 Tolal Pollen & Spores 429 442 448 311 533 507 2202 499 

不明花粉 Unknown pollen 39 57 80 27 ・83 58 29 23 

T. -C. 1主Taxaceae-Cephnlolaxaceae-Cupresaceaeを示す
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ぷ3 以:跡水t;f'~干跡の1主m~t粉化石一箆表(その 2 : 2 i湾、{也)

拘名 学名

lnl区

3t禽
9 10 11 

員~ 2区

3，. 
20 21 

第 2区

2耳障

22 23 24 

第 l区

遣 満 郎

17 18 

S町木
マキ. Podocarpus 1 - I - -・ ー・・ 1 
モミ 属 Abies 2 2 ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・
ツガ. Tsuga 1 2 6 ・ 2 1 - - - 9 
トウヒ属 Picea - - - - - - - 4 
マツ属..管JIl)l属 Plnus subgen. Oiploxylon 174 74 118 113 74 50 10 97 68 118 
マツ属 (不明) Pinus (Unknown) I~ 16 20 15 4 22 3 8 3 25 
コウヤマキ. $ciadopi tys - - 1 ・ ・ ・ ・ 1 ー
スギ. CryptolllerJa 6 21 11 27 7 28 3 19 5 24 
イチイ科ーイヌガヤ剥ーヒノキ科 T.・C. ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ 1 2 
ヤナギ. $a1ix - - - - - 1 1 ・
ヤマモモ. Hyrica ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・
ベカン順 Carya - - - ー ・ ー ・ 1 - -
サワグル ミ属叩クル ミ属 Pterocarya-JIぽlans 1 1 ・ 2 ・ 1 ・ 2 1 I 
クマシデ.ーアサダ属 Carpinus -Ostrya 1 2 ・ 12 - 112  
カパノキ厩 Betula 2 ・ I 2 2 - 1 3 
ハンノ専属 Alnus ・ 2 3 ・ 4 1 1 2 ・ l 
プナ厩 Fagus - - - 2 1 ・ ・ 3 ・ 1 
コナラ鳳コナラft鳳 Quercus subgen. Lepidobalanus 18 18 16 7 8 2 ・ 3 1 9 
コナラ属アカガシ軍属 Quercus 8ubge.n. Cyclobalanopsi s 6 6 2 10 3 1 ・ i ・ 11 
クリ. Cas tanea 3 2 ・ 1 ・ 1 ー ー ー
シイノキ属ーマテパシイ 属 Castanopsis -Pasania 1 2 3 1 3 1 明 2 2 
エレ属ークヤキ属 Ulmus -Zelkova 1 5 1 3 2 1 ・ 318  
エノ年属ーム クノキ鳳 Celtls-Aphananthe 1 - ・ 2 8 ・ 1 16 2 1 
7ウ属 Liquidamber - - - 1 ー 1 ・ ・

サヲ ラ属近似掴 cf. Prunus - - J 2 I 1 ・ 2 ・ 1 
サンシ g ウ属 ZanthoxylU1ll - - - 2 4 ・ ・ ・ ・ 1 
ウルシ属 Rhus ・ 1 ・ ・ ・ 1 - ー ー ー
カエデ. Acer - - ・ 692  ・ 3 ・ ・
トチノ キ属 Aesculus - - - - - I -
プ Fゥ. vitis - 1 ・ 3 ・・ ・ー ーー
ツタ. Parthenocissus 1 - - - - 1 ・ ・ ・
マタタピ贋近f;l.fI cf. Actinidia ・ . 
ジンチ， ウゲ剥 Tbymelaeaceae ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ー
グミ鳳 Elae勾nus ・・・・・ 1 ・ ・ ・ ・
ウコギ剥 r̂allaceae ・ ・ ・ 1 ・ - 1 ・ ・
ミズキ. Cornus - - - 1 ・ ー ー ー ー
ハイノキ. $J'IIp/ocos - - - 1 ・ ー ー ー ・
ガマズ ミ. VJburn幽 ・・・ 3 - - - 22 -

軍本

ガマ鳳 Typba - - 6 6 - - 1 - -
オモダカ属 Sagittaria - - - 3 ・ ・ ー ー ー " 
イネ科 Gramlneae 2~ 29 64 34 47 27 4 71 9 36 
カヤツリグサ科 Cyporaceae 1 1 7 11 6 4 5 1 4 
ミズアオイ 厩 HOllochoria - - - 2 - - - -
アヤメ科 lrldaceae ・ ・ ・ 4 1 ー 刷 " 情

。ワ制 Horaceae ・ 6 4 2 13 ・ 21 - 3 
ギシギシ属 Rumex 2 3 1 1 - - - 1 ・ ・
ミズヒ'"111 Polygonum sect. Tovara - - - - 7 - ー ・ ・ ・
イプキトラノオ111 Polygonum soct. Bislorla - - 2 1 - - ー ー ・ ・
サナエタデ節ーウナギツカ ミ節 PoJygollUJ1lsect. Perslcaria-Echlnoc加 lon 1 ・ 2 30 1 ・ ー ー ー ・
イタドリ節 Polygonum sect.罰eynoulrla ・ ・ ・ 6 ー ー ・ ・ ・
アカザ剥由ヒユ科 Chenopodiaceae -Amaranlhaceao 3 15 16 13 4 6 1 13 4 29 
ナデシコ科 Caryophyl1aceae ・ 3 ・ 1 1 2 ・ 1 2 4 
カラマヅソウ属 Tbalictrum 1 1 2 2 2 3 ・ 3 ・ 2 
他のキンポウゲ制 。therRanunculaceae 1 - - 2 ・ 1 2 ・
7プラナ科 Cruciferae 3 4 6 13 8 3 ・ 3 2 
キンミズヒキ属近似穆 cf. Agri即 nis ・ 1 ・ ・ 3 ー ・ ・ ・
他のバラ斜 。therRosaceae 1 ・ 1 1 - - - 2 ・ 1 
マメ制 Leguminosae 1 ・ 1 17 ・ ・ 1 4 2 
7ウロソウ属 Ger制 IWII - - 1 ・ ・ ・ ・ ・ 1 ー
カ~パミ . Oxalis - - - 1 - - - - ー

ツリフネソウ属 I凪p;ttiens - - - 18 12 - - ー ー ー
セリ剥 U..bell i ferae 1 1 ・ 30 76 ・ 骨 ・ ・ l 
シソ剥 Labialae - - 1 2 1 ・ ・ 2 ・ ・
オオバコ属 Plantago 2 1 2 ・ ・ ・ 42 2 
へクソカズラ . PaederJa ・ ・ ・ 3 1 ・ ・ ・ ー ー
アカ卑属ーヤエAグラ属 Rubia・GaJium - ー - 1 1 ・ 暗 唱 ・
ベニバナ嵐近似掴 cf. Carthamus -
ヨモギ属 Arteaisia 4 13 22 11 25 17 1 27 ・ 23 
偽のキ 911側 olher Tubu 1 i florae 1 3 7 4 3 1 3 
9ンボボ)1科 Llguli florae 10 9 5 7 5 11 3 1 4 

シダ拘置物
アカウキ9サ属 Azolla - - - - - ー 1 
鳳粂捌砲手 Monolele spore 9 31 38 746 645 157 29 66 5 16 
三条製胞子 Tri leLe spore 2 1 2 3 2 1 1 - 2 

樹木花紛 Arboreal pollen 234 154 184 209 137 115 18 192 84 225 
原本花粉 Nonarboreal poUen 57 90 143 229 224 75 16 157 17 117 
シダ情物胞子 Spores 11 32 40 749 647 158 29 68 5 18 
花粉・絢子総敏 Total Pollen l Spores 302 270 367 1187 1008 348 63 417 106 360 

不明花粉 Unknown po 1I en 9 28 14 31 25 22 3 12 26 

T.ーC.ltTaxaceae-Cephalotaxaceae-Cupresaceaeを示す
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属ームクノキ属を除いて 5%以下と低率である。エノ キ属ームクノキ同はII期よりm加の傾向がみられ、

m期以降では 8%の出現率を示している。草木類では、 試料7においてガマ属が突出的に多く検出され

ており、出現率は75%近くに達している。その他はいずれも 3%以下と低率である。

この池堆積物試料においては 1cc当りの花粉粒批についても検討したが、樹木花粉総数についてみる

と、I期では約2，600-5，000、II期では7，000前後、ILl期以降では、試料8では14，000を越え突出して多

く、試料7では約7，000であった。 推積物の物理的性質などについては検討していないが、 II.JtrJ以降花粉

粒量が哨加する傾向にあると推測され、これは、ニヨウマツ類の急激な増加が強く J~~特していると忠わ

れる。

2) 3ftY;:. (拭料9-11、19-21)

3構については 6試料について分析を行ったが、 試料19についてはほとんど残前がれ}られず、検鋭は

行っていない。

大きな傾向としては、ニヨウマツ類の高率:1'.呪で特徴づけられ、試料10(48%)以外は60%を越える

高い出現率を示している。スギ属は10%前後とそれほど多く検出されてはし、ない。第 lと第 2調査院で

は多少逃いがみられ、第 l淵資区(図31)では、コナラ亜属が10%liij後とニヨウマツ:Jtriに次いで多く仰

られている 。 第 2調査区ではカエデ属は 5%lìíj後と比較的多く検.'.1 '.され、その他、 コナラ !l1~lí~、アカガ

シ亜属、エノキ属ームクノキ属なども 5%前後の出引率を示している。また、単条烈11包(-が非常に多く

得られている。

この 3溝は I期-11期 (12"1J1:紀末-13世紀後、ド)の期間において作航しており、 |・'.，1L!の花粉化石の{可i

向はこのl時期に当たると考え られる。

3) 2排(試料12-15、22-24)

2溝については 7試料について分析を行ったが、第 1調査灰の試料12-15についてはほとんど残的が

得られず、検鋭は行っていない。また、第 2淵.1tt{の試料23においては料られた花粉机数が少なく、分

布図としてぷすことができなかった。

第2調査隠の分析結果(図 7)をみると、 ニヨウマツ類が40%を越える高い出羽市をぷし、最も多く

得られている。スギ属は試料24では10%弱であるが、試料22では24%と多く検出されている。広葉樹飢

はいずれも低率であるが、最下部の試料24ではエノキ属ームクノキIdt、ニシキギ科、ガマズミ属が特徴

的に検出されている。革本質iはいずれも低率で、その'-1:1ではイネ科が10%前後得られている。また、ア

カザ科ーヒユ科、ヨモギ属が1%を越えて得られ、単粂型胞子は試料22で45%と多く検出されている。

この 2溝はH期末-N期初め (13世紀後半-14世紀前半)の:JtJJrm{7-統しており、第2調1t区では 3泌

を切って 2摘が造られているのが観察される。

4 )泣水(試料16-18)

16-18の3試料について分析を行ったが、試料16においてはほとんど銭前が得られず、検鏡は行って

いない。

検鏡の結来、ニヨウマツ類が向い出現率をポし、試料17では80%を魁えている。スギIIJ1.は10%前後検

出されているが、その他、コナラ亜属、アカガシ.!lli属、ニレ属ーケヤキ属などは 5%以ドである。草本

類は検出偶数が少なく、試料18においてイネ科の10%が最高である。そのなかで、アカザ科ーヒユ科は
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他の試料と比べ比較的多く検出されており、また、試料18からベニバナ属近似種がl点ではあるが検出

されている。

5 .永福寺周辺の古植生変遷

今年度の分析においては永福寺の各時期について行われており、以下にこの時期にそって遺跡周辺の

古植生について検討した。

I期(12世紀末-13世紀前半) :池試料において、スギ属が仏・も多く検出されており、スギを主体に

ヒノキ類なども交えた温帯性針葉樹林が永福寺周辺に広〈分宿していた。また、アカガシ亜属やシイ類

を中心としたf!~葉樹林も周辺丘陵部に多く生育していた。これら針葉樹林や1m葉樹林は I 期の終わり頃

(上部)には減少する傾向にあり、代わって、ニヨウマツ類やコナラ亜属といった二次林要素が増加す

る傾向がみられる。時期は異なるが、第 2調査区の 2構にはスギの倒木がみられ、市内の佐助ヶ谷追跡

においては大註のハシが検出されており、その樹種について一部ではあるが検討した結果、全てがスギ

と同定されている(藤根 1993)。また、昨年度の発掘調査により検出された橋の構造材にヒノキ属が使

われている(藤椴 1994)。このように、スギやヒノキ属は宥用材として多量に使用されたとみられ、永

福寺周辺においてもこれらの樹木は伐採されたことが考えられる。こうしたことから永福寺周辺ではス

ギ林などは縮小し、代わってニヨウマツ類やコナラ亜属が二次林として分布を広げたものと推測される。

また、池周辺においてはこれまでの分析調査から、クロマツカ守世栽されていたのではないかと推測され

ており(鈴木 1994など)、ニヨウマツ類の増加はそうした影粋も示しているのであろう。

今回の分析においてはじめてカキ属花粉が検出され、池周辺においてこの時期にカキ属の存在も推測

される。

この I期においてはイネ科やヨモギ属などの革本類が比較的多く検出されている。その他、カラマツ

ソウ属やキンミズヒキ属、ツリフネソウ属なども連続して検lれされており、少なくとも永福寺建立物と

は対岸部分においてはこれら雑草類が多く生育していたとみられる。

試料3よりベニバナ服近似種が検出されている。また、時:JtJ:Jは拠なるが泣水試料(試料18:m期以降)

からも検出されている。ベニバナは日本にはなかった分類群で、金原・粉)11 (1989) は、奈良県桜井市

のよ之宮追跡第 5次調査において 6世紀代まで遡るとされる遺構よりベニバナ花粉を検出している。こ

れまでベニバナやこれを合めたベニバナ属花粉の形態についての検討例はなく、ここではベニバナ属近

似種としたが、現生花粉との比較からベニバナである可能性が向いと考えている。このベニバナは花冠

を採集して染料や紅に使用しており、当時永福寺周辺において肱培されていたことが推測される。

Il期(13世紀中頃) 1期の終わり頃からみられたが、ニヨウマツ類とコナラ亜属の二次林要素が永

福寺周辺では目立つ存在となり、スギやヒニキ類を主体とした針葉樹林は急激にその分布域を狭めた。

3溝は12世紀末から13世紀後半まで存続していたとみられているが、今回の分析結果では下部試料より

ニヨウマツ頼が非常に多く検出され、池試料とは多少典なる結果が得られている。これについて一つに

は、，k制ミ手建立に際して裏手丘陵部は削られるなどかなり影響をうけていたとみられ、それにより、早

い段附でニヨウマツ類がこの部分に侵入したことが予恕される。また一つには、下部試料においても I

JUJのだ日貨物ではなく、ニヨウマツ類が目立って多くなる II期の時期のものである可能性も考えられよう。

先に行った4椛縦積物の花粉分析結果(鈴木 1991a)では、ニヨウマツ矧は殆ど検出されておらず、ス

ギ胤やアカがシ亜同が優勢で、この時期の永福寺周辺はスギ林や!照葉樹林が優占していたと考えられて
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いる。こうしたことから、今回の分析試料については少なくとも I期のものではない可能性も考えられ

るのではないかと思われ、これについてはさらに検討する必要があろう 。

i也試料をみると、この時期のみより浮葉植物のアサザ属アサザ型が検出されている。この花粉は昨年

度調査においても検出されており、時期は13世紀後半頃と47えられている(鈴木 1994)。今回はII期の

13世紀中頃と与えられ、こうした時期において、苑池にはアサザ同アサザ型(アサザ、ヒメシロアサザ

など)が生育していたであろう。

また、この節 2調査l孟の 3溝においてはカエデ属やセリ科が比較的検11'.されており、単粂型I}包子も非

常に多く 検出されている。おそら く、試料掠取地点付近の丘陵部においては、li11午、カエデ属の宥必が予

想され、セ リ科やシダ植物が多く生育していた と思われる。

日 I ~J以降 (13世紀後半-14世紀前半) :この時期においては、池唯積物をはじめ、 2溝、造水試料と

もにニヨウマツ類が圧倒的に多く検出きれており、永福寺周辺はニヨウマツ類がさらに目立つ存在とな

った。このニヨウマツ類についてはこれまで検出された柴や艇株の分析結来(鈴木 1991a， 1991bなど)

から、クロマツであろうと考えられていた。しかしながら、今凶の調ずtで泣水内より検出された恨株は

アカマツと同定され、はじめてアカマツの存在が明かとな った。 第 2~問究院の 2 ff1f-においては、試料

24においてニシキギ科やがマズミ属の特徴的な産出が認められ、試料22においては単粂型胞子が非市に

多く検出されている。ニシキギ科やガマズミ属は虫媒花であり、花粉が散布される範囲はそれほど広く

はないと思われ、これらが試料採取地点付近の丘陵部に生育していたと r恕される。また、シダ植物む

前の時期より引続き多く生育していたと推測される。

池試料の試料7において非常に多くのガマ属が得 られている。ガマ属の多産については古川(1990)

や鈴木(1991b)にも認められ、一時期苑池においてガマ凶が多 <I I~行するようになった。

6 .まとめ

1) 1 期 (12世-紀木-13世紀前半)の永福苛・周辺ではスギ林やmUR!樹林が催勢であったが、 utJJの終

わり頃にはニヨウマツ類の増加がみられる。また、永おii守辺美FにおいてはV-いl時期にニヨウマツ知の似

入も一帯11には予想される。

2) II期(131吐紀中頃)においては、ニヨウマツ類やコナラi1EJ，両などの二次林要素が臼立つようにな

った。また、苑池にはアサザ属アサザ型の浮葉植物が生育していた。

3) 111期以降 (13伏紀後半-14世紀前半)の永福寺問辺は、 ニヨウマツ矧がさ らに多くみられるよう

になった。また、苑池には一時期ガマ属が多くみられた。

4 )遣水内よりアカマツの根材が検出され、これまで行われてきた刷物造体分析ではじめてアカマツ

の存在が明かとなった。

5)ベニバナ属近似種が検出され、永福寺周辺においてベニバナの統的のIIf能性も考えられる。
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一 平成 7年度の調査 一



第 1章調査の経過

第 1節調査区の設定

平成 7 年度の発掘調査は、整備委員会の指導助言に基づき、「苑池の取水遺構の確~'J を主な自的に、

調査地点を設定した。この地点は、永福寺跡整備地域の北京隅にあたり、昨年度まで調査事務所の置か

れていた場所である。整備計画地内に、 6地点設置しである『永福寺跡測iil基準点J (平成元年度設置)

の内、 NO.2(X=ー74891.062 Y=-23790.173 H=19.680)、No.5(X=ー74875.810 Y = -23882.056 

H=21.532)、NO.6 (X=ー74812.178 Y= -23894.588 H=22.882)を今年度のi!lIJ註原点と定め、

調査区のiWJ批グリッド杭を設定した。この調査地点は整備地内に、 20m方眼で設定している測量グリッ

ド杭の、 C-6・7・8、D-6に固まれた範囲で、調査対象面積は1.310耐である。

平成 7年9月1日より、調査地点の位置出しifllJ品等の現地調査を附始した。そして平成 8年 1月31日

までに機材を撤収し、現地調査を終了した。

第 2節層序及ぴ概要

遺構埋没深度は現地表下約1.5-2.3mである。表土の下には近年、宅地造成のために客土された盛土

が約70cmと、昭和40年代まで営まれていた、水田の耕作土・床土が約80cmの厚さで堆積している。

宝永年mJの富士山スコリア (F-HO-l)が、海抜19.5m前後で、調:;tE医のはぽ全域で確認されている。

遺構而の上に堆積する土砂の大半が永福寺廃絶以後、中世から近世にかけてのノド聞及び畑の耕作土と思

われる。また苑池遺構の堆積土の大半は、池中に流れ込んだきめの総nかい灰色の砂質土、粘質土等の非

常に柔らかく粘性が強い土と、粗い砂と水摩した土丹が混じる上の二積類に分けられる。柔らかく粘性

の強い土は澱んだ状態で堆積したものと推測され、組い砂と水躍した |ニ丹・の混じる上は、強い流れがあ

ったことが推察される土府である。

今年度の調査地点は艶備地域の北東隅にあたり、南北に広がる'lk福寺峰|点|の北東の附に位置するもの

と考えられる。開資地点の北側一帯が亀ヶ淵と呼ば札、また奥深く に延びる杉ヶ谷の入口である。

永福寺建立以前は、杉ヶ谷から流れ出る二階堂川と北西に位置する阿ヶ谷からの流路が合流して、平

坦地を形成していたと考えられる。永福寺建立のため、敷地のrll央を北から南に流れていた二階堂川を、

東の山裾に沿った琉路に付け替え苑池を作ったと考えられる。また付け仔えた地点より、庭園に水を取

り入れていたとも推察されることから、調査の主眼が嵯陪!の取ノド遺構の確認に絞られた。

第 2章検出された遺構

庭園

調査区の全域で、池に景石を配した庭固とこの健闘に水を取り込むための取水遺構を検出した。長石

を配していたのは主に調査区の西側で、北側の丘陵の先端を利用し、岬状に削り残した地山に沿って凝

灰砂岩質の虫・石を組み合わせ並べていた。

記録を取りながら全体を掘り下げる調査は、 NjtJ]-1商からN~tlf -3 1(1jまでとして、これ以下のIII期

・11期 ・u切の澗査は、 W期ー3商までに確認した泣械を保越するために、 一番影響の少ない地点を選

ぴ部分的に掘り下げるトレンチ調査に切り替えた。
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a. N期一 1面

調査区内で、(海抜約19.7-19.4m)富士山宝永年聞のスコリア (F-HO-I)を検出した。このスコリ

アの下(海抜19.6-19m.)のほぽ全域で、灰茶褐色砂質土(粘質土)府のW期-1面を検出した。

調査区の北東隅の面上には鎌倉石の切石が18個、 30cm大の伊豆石が1個、 昔1-19個の石が寄せ集められ

たり散乱した状態で検出され、検出した石材の上面にスコリアが見られた。また調査区の西側では長石

が多数検出されたが、そのほとんどはW期-1面の構成土中に埋もれた状態であった。この状況は昭和

63年度に調査した、北側翼廊先端部でW期以降の追構とした商の検出状況に類似している。この時期の

苑池はかなり縮小していたものと考えられる。

b. N期-2面

W期-1面を約30-90cm掘り下げる(海抜19.6-18.5m) と、下のW期-3面の池汀線周辺を灰褐色

土で貼り増したW期-2面を検出した。池中には約60cmの堆積土があり、大きく上層と下層に分用出来

る。上層には澱んだ、水の堆積と考えられるきめの細かい暗茶補色の粘質土が、下層には多量;の水が流れ

込み堆積したと考えられる粗い砂、水摩した土丹礎、砂利が互層に土佐秘してる。

取水遺構

調査区の北西部でW期-1面で確認した鎌倉石の石材の下から、調査区の北東隅から南西方向のi也に

向かつて延びる長さ約60cm、幅約30cm、隠さ約45cmの鎌倉石の石材を断面箱形に組み合わせた長さ 2m、

1幅約26cm、i架さ30cmの水路と、これに続く長さ約9m、|隔約1.6m、深さ約60cmの土月'で殻岸した水路を

検出した。この一連の水路(合計の長さ約11m)が、 二階堂川からの水の導水路になるものと考えられ

る。

鎌倉石を組み合わせた水路の落ち口、土丹で護岸した水路の底には粗い砂、*摩した土~'J粒がJ平く雌

積しかなりの水量があった事がうかがえる。水が池に流れ込む位置には1:11州があり、景石が据えられて

いた。池中に流れ込む水流を、最石を利用して二手に分けていたものと考えられる。

取水遺構周辺の水際(海抜18.7m前後)に沿って、点々と長さ80cm程の封石が並べられている。封石

はただ商の上に置かれるだけで根石などは使われていない。 j容岩、海辺の岩が使われていた。

岬部分

W期-1面では項部だけが見えていた景石は、 W期一1面の構成土を掘り下げたために全体を採げlす

る事ができた。最石は据え方に大きな土丹を使って脇を固めて固定しているもの、最石の据え方に}(.を

-* 
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差し込んでいるもの、大きな景石の上に重ねられているものなどが確認された。岬の周辺は水際から 3

m 位の幅で灰褐色砂、質土を使い貼り増され、なだらかな洲浜を形成している。

この時期の池底の土佐積土中には多くの木片、植物遺体が混入し、見た限りでは松葉が多いように思わ

れる。

C. N期一 3面

W期-2面の構成土である、灰禍色砂質土を掘り下げると10-20cm下(海抜19-18.3m)で、拳~人

頭大の土‘丹を使って丁寧に地業きれた商を検出した。この検出した面は、調査区北東のB-8グリッド

の陸部、調査区西側のB・C-6グリッドの岬部分、調査区中央部のB・Cー7グリッドの池中全体に

広がっていた。ただし岬部分の池中に据えられている景石より約 2m以南、調査区南部では、 土丹を突

き固めたW期-3面の地業用は徐々になくなってしまう 。この事からW期-3面は、 I期(創建時)に

地山を削りだして掘り窪めた池の岬部分東部から、取水遺構周辺一帯に新しく大規模に貼り増された池

底と考えられる。

取水遺構

W期-3面で確認した取水遺構の水路の長さは、鎌倉石の石材を組み合わせたおそらく断面箱・形の幅

推定1.5m、深さ推定30cm、長さ約2mの水路と、土丹で護岸した幅約3m、深さ60cm、長さ約4mの水

路の合計約 6mと考えられる。これは上層のW期-2面の時期の水路より約 5m短いことになる。W期-

3面では池底の貼り増しと水際の貼り増しが行われ、池の範囲を 3-5m狭めたため、逆に水路の長さ

が延びたものと考えられる。

この時期の水際は、 3ヶ所入れたトレンチ調査でN期ー2面の水際より約 3-5m広がった位置で確

認され、中から合計5佃の景石が出土している。狭い トレンチ内の観察だが、最石はW期一3面の上に

置かれ:ているだけのようである。安山岩と近在の海辺で見ることのできる海食を受けた凝灰砂岩を使用

していた。

Ikljl部分

岬部分の東側の水際、 j州浜状に貼り増されていたW期-2面の構成土を10-40cm掘り下げると、拳大

の土丹で貼り増した上面に砂利と木片を比較的多く含むNMJ-3商を検出した。この面まで掘り下げて

初めて確認できた景石もある。多くの景石はW期ー2面の構成土を掘り下げたため、 全体が露出してよ

り立体的になった。B-7グリ ッド、調査区の北壁際でW期-2商構成土中から3本の塔婆が立ち腐れ

た状態で出土している。また似1Iの東側の付け根部で五輪塔婆 「出離往生極楽世界為也J 1本、笹塔婆 「南

無大日如来」が6本出土している。

d. 1期・ II期・ III期

基準線Cグリッドラインに沿って、I期からm期の池の範闘を土屑断面から観察するために、 C-8

グリッド杭の南に沿って東西方向に約10mの長さのトレンチを設定した。

W期ー3面の下で土丹を貼り増した二時期の地業層と地山商を確認した。

二時期確認した地業層のうち、 上部の地業用は、 W期ー3面の約20cm下(海抜18.8-18.1m)で検出

したもので、合わせて出土した造物からIII期と思われる。土層断面の観察からW期に見られる池の輪郭

線の基本はこのrrr期の地業で作られている。ただしW期-3商に行われた池底の貼り増し程大規模な地

業ではない。

下層の地業層は、 上層III期の地業層の約40cm下(海抜18.4m -17.8 m)で検出したものである。地業

層の土丹の厚みが約60cmもある大規模な地業層で、平成 4年度・ 5年度 ・6年度の調査で確認している
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苑池東側のII期の大規模な地業と考えられる。トレンチの位置は、検出した地業面の海抜(海抜18.4m)

から考えて汀までは達していないょっで、池底は東側の市道の下に延びて行くことが雌認された。この

時期の堆積土から僅かだが手控ねのかわらけ片が出土している。

最下層の地山商(海抜約17.7m)はほぽ平坦に、 トレンチの東側を南北に延びる市道の下に延びて行

くことが観察された。地山面上に I期の堆積土と考えられる、きめの細かい暗茶灰色の柔らかい粘土が

堆積していることから、 II期の地業層とと同じく、これまでに確認している I期池中の様相と考えられ

る。今年度の調査地点でもこの時期の汀は市道の下に広がることカT確認された。 I期の推積土中からは

造物は出土 していない。

舌状のihijl先端と池中に据え られている大きな三つの長石の下は、 トレンチ調査の結果北側の丘陵から

延ぴる岩盤商であることがわかった。そのため特に景石の下を掘り窪めたり、根石等を使って脇を固め

ずに、削りだした岩盤面の上に置かれているだけのようである。その他の景石は、岩盤面の上の中世地

山にもたせかけ脇を土丹で回めているものもあった。

第 3章出土した遺物

a .宝永 .W期一 1面覆土出土遺物(図38)

1 -13は宝永面までに出土した造物である。

1 • 2は共に瓦質の瓦燈下体部。1は灰色を呈 し、内外商ともに強い横なでが施される。最大径12.4cm、

残存高6.7cmo 2は青灰色を呈 し、 1ほど強くないが内外商に械なでが認められる。最大径13.3cm、残存

高8.5cm。瓦燈は中世後期から使用し始めたとされ、江戸時代には庶民に普及していたようであるが、鎌

倉市内の中世の造跡、から出土した例は少ない。

3-6はかわらけ。 3・4は14世紀中、後半、 5は手担ね成形のかわらけで、 13世紀中頃のものか。

6は13世紀後半の様相を呈する。

7は山茶碗窯系捜鉢。体部外国に稜線が認められ、口縁端部には一条の沈線がめぐる。

8は瀬戸の折縁鉢。素地は精良で堅織。淡乳灰色を呈し、淡緑色の治iIが刷毛塗りされる。

9は常滑の捜鉢。H音茶褐色を呈し、胎土は精良轍密である。

10・11は賠婚。10の復元口佳は25cmo 11の復元口径は25.8cm。いずれも素焼きで明赤灰色を呈する。

12は砥石。残存長13.4cm。

13は骨製品。残存長5.7cm、幅 8mm。用途不明品である。

14-39までは:W期-1商磁土より出土したものである。

14-20は舶載磁器である。14は白磁日正Jnl。口径8.2cm、底径4.7cm、器高1.4cm。内外商共に灰白色を

呈する。15は青白磁の水注と思われる底部片である。柑は淡水色を呈し、 二次焼成を受けている。16は

査の口縁部片。 17・18・19は背磁碗。外面に鏑蓮華文を有し、利は背緑色を呈する。胎土は竪織。 20は

青白磁梅瓶の体部片である。淡水色の透明な華111が施されている。

21は瀬戸の四耳輩屑部片で‘ある。耳の上部に凹粂の沈線がめぐる。

22は瀬戸の事瓶か。外商に段を持ち、器壁を菊花文のスタンプで飾る。

23は瀬戸の卸し皿。復元口径13.3cm、灰利が簿く施されている。

24は北部系瀬戸の碗。胎土はきめ細かく竪級。

25-28はかわらけ。28は口径16.8cmにもなる大振りのかわらけである。
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29-34は常滑の製品である。29は鉢、 30は費、 31-34は控鉢。

36・37は手熔り。36はスタンブによる花文と二粂の沈線で外面を飾る。37は亀甲文様のスタンプカす押

印される。

38・39は砥石。38は残存長5.5cm、幅3.4cm、厚み 6mmo 39は残存長3.6cm、幅3.6cm、厚み1.2cm。

b. N期一 2面覆土・直上出土遺物

かわらけ(図39)

14・16・18・33・36・39は、 W期-2面の覆土でも面直上で出土したものである。この層位で出土し

たかわらけは14世紀前葉のものと思われる製品を中心が多い中にも、異なる形状のものが混入し、時代

にはばらつきがある。最も時代の下るものとして、 27が挙げられる。これは比較的深みのある器形で口

縁部が外反するのが特徴であり、 15世紀中葉のちのと思われる。小型のかわらけでは、 12がやや深形の

器形で、この時期の大形に該当するのが37・40のタイプと思われる。おそらく 14世紀中葉の製品であろ

う。また、 33・38・41のようにやや外反 して立ち上がる下体部が、口縁部にかけてま っすぐにヲ|き上げ

られている形態のものもこの時期のものと思われる。

3・4は図示 したものの中では比較的厚手で、厚みのある下体部が口縁にかけて薄く成る形態で、 13

世紀中~後葉のものかと思われる。この層位から出土したかわらけの中では最も古いものであろう 。

かわらけの年代観で考える限り、この層位も新旧の造物が混入し、年代を決定的に把握できる出土状

況ではないと言えよう 。

国産陶器(図40)

特記しないものはW期-2面覆土より出土したものである。

lは瀬戸の鉢。胎土は明賞灰色を呈 し、ややしまりが惑い。体部は内外面ともに灰軸が施され明灰緑

色を呈す。W期-2面直上より出土。 2-5は却し血。2の胎土は明賞灰色を呈 し轍密。口縁部に若干

灰紬が施されている。 3・4はごく精良な胎土から成り 、ごく鰍密。残存部全体に灰粕が施され、明灰

緑色を呈す。内体部にも内底部に施された卸し目を刻むかきめが及んで、いる。 4の復元径は16.0c沼10

6は白かわらけ。手づくね成形によるものか、外体面下部は指頭による調整が認められ、口縁部付近

にやや強い横なでをめぐらす。

7は瓦器。外体面下部は指頭調整痕が残り、横方向の暗文は上部のみごくあらく認められる。内面も

あらい横方向の暗文が認められ、内底面にも菊花の時文を有する。小片であるが器形は輪花を呈すると

思われる。

8は伊勢系羽釜。表面は灰色、中心部は暗灰色を呈す。胎土は粗い砂を多く含み、 竪轍。鍔下部には

細かい叩き 目が認められる。

9-11は瀬戸の天目碗。 9の胎土は明貰灰色を呈し、比較的轍密。褐粕は下体部の稜線の辺りまで施

されている。10の復元径は15.0cmと大振りで、粕は灰緑色を呈し、下体部の条線辺りまで施されている。

胎土は明灰色を呈 し、ごく竪轍である。11の胎土は明灰色を呈し、竪轍。褐粕。

12は北部系瀬戸の碗。胎土は明灰色を呈 し、ごく精良で轍密である。内体面には斑点状に降灰軸が白

色に付着する。復元径11.0cm。

13は瀬戸の鉢の底部。内底面には花文が刻まれており、底面には卸し白状の刻みが施される。高台部

外商まで明灰緑色の灰粕が施されている。W期-2面直上より出土。

14は瀬戸の水注。八弁の蓮弁様の文様を押印によって外体面に加飾 しており、口縁部から下体部にか

けて褐紬が施される。注ぎ口が僅かに欠損するが、ほぽ完形で、口径2.0cm、底径3.1cm、器高3.3cm。
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15は瀬戸の入子。 胎土は明賞灰色を呈し、竪級。n縁部及び肉体面に僅かに降灰粕が付着する。器形

は輪花を呈すると思われる。16は瀬戸の小皿。胎土は明灰色を呈し、鰍密。内面に明灰緑色の灰利が施

されている。

17は瀬戸の行平鍋。胎土は明賞灰色を皇 し、上じ較的竪轍。残存部全体に明灰緑色の灰粕が施されてい

るが持手の下部には及んでいない。

18は瀬戸の花瓶。底径7.3cm。胎土は明灰色を且し、ごく鍛密。明灰緑色の灰糊が、外面に施される。

19は瀬戸の皿。底部に器壁を指先でつまみ出して作られたような脚が付いている。残存部には二箇所

あるが、本来は四箇所設けられていたと思われる。胎土は明賞灰色を呈 し、内面にはごく僅かに白色の

降灰軸が斑点状に付着する。

20は瀬戸の鉢。 JJ台土は明灰色を呈し、鍬密。内外国全体に、灰粕が丁重に施されており、明灰緑色を

呈す。復元口径21.6cm、底径15.5cm、器高5.7cm。

21は山茶碗窯系担鉢。長石粒を多く含み胎土から成り轍密である。

22は常滑。きめの細かい精良な胎土から成り、鍬密。費の口縁部片と思われるが、断面四角形を呈 し、

かなり特異な形状である。

23-30はやはり常滑の襲。25・26のような口縁端部を上部につまみ上げた13世紀中頃の様相を呈する

製品から、23・24のような待状に張り付けた口緑をもっ、14世紀後葉の製品までがi昆然と出土している。

31-40は常滑の根鉢。これも13世紀後半頃と思われる、 31・34・36・37のような口縁部の断面が四角

形を呈する製品から、 39・40のような14世紀中葉と忠われる製品までが混入している。 33はW期-2蘭

直上より出土。

41は備前のすり鉢。位灰色を呈 し、胎土は精良で鍬密。掻き目には八本の刻みが認められるが、残存

部分が少ないので当初の状態は不明である。

42は須恵器の転用硯。やや紫昧を帯びた暗灰色を足す胎土で、同心円文の叩き日のある饗の内面を硯

面として磨いている。外商は櫛目状の刷毛目が見られ、降灰粕がかかり、黒灰色を呈す。

漆器・木製品(図41)

図41は、 W期-2面桜土 (1-3、5-9、12)及びW期 一2面直上(4、10、11、13)より出土し

た漆器・木製品である。

1は球状の木製品。笹打の径の芯かと思われる。直径約6.3cm。

2は円形の蓋状の木製品。片商の縁が面取りされ、も う片面には掻いたよ うな痕が残る。中心に斜め

に差し込まれた0.3cm大のJしが穿たれる。径7.6cm。

3は用途不明。建築部材の一部か。長さ10.6cm、幅4.5cm、厚み大3.4cm、小1.5cm。

5は用途不明。残存長5.3cm、幅2.5cm、厚み0.45cm。図の上部は緩やかなカーブをとり 、片面のみカ

ーブの端から1.4cmの所に小さな切り込みを持つ。

6は用途不明の円形木製品。径3.5側、厚み0.1cmと部く、中心に0.15仰の孔を穿つ。

7・8は漆器皿。7は県地に朱で松らしき文様を手描き している。口径9.5側、底径7.7cm、器高1.25cm。

底部も施漆される。8は底部のみであるが、やはり黒地に朱で菊の文様を手描きする。底部には高台の

痕跡、が認められる。

9は漆器椀。見込み部分、内 ・タト側面に、黒地に朱で文様が施される。底部は?Ji台を持ち、2ヶ所に

痕が認められ、その上から施漆される。底径7.0cm、残存高3.7cm。
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12は用途不明。建築部材か。残存長35.0cm、幅4.9cm、厚み約2.0cm。中心、端から4.0cmの所ーに0.9cm

大の子しが穿たれる。

W期 2薗直上の造物

4は木製蓮華の中房。 5弁の花びらを想定させ、種子を模した削り込みを10個持つ。側面は上から 3

分の 2の部分に細かく線状の削りが入る。中心には途中で段のつく穿孔があり、最大径1.5cm、最小径0.8cm。

全体の直径は9.3crn、厚みは2.65cm。

10、11は笹塔婆である。 2枚とも片面に大日如来の種子「パン」の下に「南無大日如来J と墨書され

る。10は残存長31.5cm、l陪2.4cm、厚み0.2cmo 11は長さ32.6cm、幅2.6cm、厚み0.2cm。ほかにも同地区

より同様の笹塔婆が4本出土している。

13は五輪塔婆である。火、水輪の一部が欠損しているが、ほぽ完全な形で出土した。火輪から地輪の

間に確認される墨書は、「出離生死往生極 仁二コ為也」の文字が認められ、恐らくは「出離生死往生極

楽世界為也J (煩悩を断ち、生死の苦界を離脱し、常往安楽のi呈繋に入る)という願文であると推測され

る。長さ51.1cm、最大幅7.4cm、厚み0.8cm。地輪の下に続く部分に三ヶ所の穿孔があり、そのうちの 1

つに鉄釘が残存していることから、いずれも釘穴であると思われる。

舶載陶磁器 ・手あぶり ・その他の造物(図42)

1は南蛮査。胎土は細かい長石粒を少量含み堅級。表側に褐糊がうすく施されている。

2は青白磁、香炉の小片か。胎土は灰白色、精良で、撤密。利は*青色。口縁音1)から外部に施される。

3-5・8・9は青磁。3は碗の底部で、胎土は明灰色を呈 し、ごく精良で竪織。粕は暗灰緑色を呈

し透明。底径4cmo 4は碗の口縁部。胎土は灰白色、ややしまりが悪い。触は淡繰色で不透明。5は蓮

弁文碗の口縁部。胎土は灰白色、精良で、竪縁。粕は淡緑色透明。 8は蓮弁文碗の底部から下体部片。胎

土は灰色を呈 し精良で、竪轍だが、若干気i包を生 じる。粕は暗灰緑色を呈し透明で、柑層はごくうすい。

復元底径4.8cmo 9は鉢。胎土は明灰色を呈 し、精良で竪鍛。利は明青緑色で不透明。紬層はごく厚い。

二次焼成による変色が著しい。 6• 7は青白磁。 6は壷の底部と思われる。二次焼成を受け、胎土は明

貰灰色、華Ibは明灰色を呈す。高台径2.4cmo 7は水注の底部か。やはり二次焼成を受けており 、胎土は灰

白色、和lは水青色を呈するが、表面に粗い気泡を生じている。外面に文様が施されているが不鮮明。

10-17は手あぶり 。10は外側に菊花のスタンプで文様が施されているもの。11-14は残存部分に文様

は認められない。 15・16は下体部片で珠文と菊花文様をスタンプで施している。近似した文様であるが、

15の方が若干菊花が小さい。なおこの15は外商に黒漆が塗られている。17は輪花を呈する。

18-20は砥石。18は長さ9.3cm、最大幅4.2cm。下端部にむかつてうすくなる形状で¥も っとも厚い箇

所は厚さで2.3cmo 19は長さ12.5cm、最大幅3.1cm。不成形で、片面は組く削ったままの状態。裳商の研

磨商は狭く曲面を成す。20は幅 4cm。表面、謀面とも、研磨は弱く曲面を成す。

21はかわ らけの底部を加工 し、円盤形にしたもの。側面は丁寧に研かれている。胎土は燈灰色を呈 し、

精良で‘竪級。

22は刀子。残存長16.2cm、最大幅2.7cmo 23は照寧元宝

c. N期-3薗覆土、直上出土遺物

かわらけ ・その他の遺物(図42)

25-41はかわらけ。このうち、 29は最も古い形状を呈するものと思われ、口径と底径の差が少なくご

く浅型。13世紀前葉のものか。また、 31・34・39は、 下体部がやや厚みをもち、口縁部に向かつて器壁

がうすくなる特徴を備えており、 13世紀後葉のものと思われる。40は大ぷりで体部の器壁の厚さが均一
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的でなく、口縁部はわずかに外反する。 14世紀後葉のものか。他はおおむね、 14世紀前葉のものと思わ

れる製品が多く、器壁カf均一的にうすく、体部が丸みをもって立ち上がる特徴を備えている。

42は手あぶり。口縁部の辺りの内外商は横方向に丁寧に研かれている。 43は瓦器。復元径16.1cm。口

縁部のみがくすべ状に暗灰色を呈する。暗文は認められない。 44は山茶碗窯系提鉢。胎土は長石の粗い

粒を多く含み竪鍛である。

漆器・木製品(図43)

1は漆器皿。黒地に朱で文様を手描き。口径8.9cm、底径7.4cm、器高1.1cI目。底部も施漆きれる。

2は車輪状木製品。片面のみ車輪文様の描かれた墨痕と、中央に圧痕が認められる。中心に約5mm大

の孔が穿たれる。径7.7cm、厚み0.7cm。独楽の可能性が考えられる。

3は2と同様な車輪状木製品。縁が面取りする;ように成形される。中心には0.7cmの孔が穿たれ、径は

6.6cm、厚みは約0.55cm。これもまた独楽の可能性が考えられる。

4は用途不明の木製品。長さ8.2cm、残存幅3.5cm、厚み2.0cm。

5は円盤残欠。径12.3cm、厚み0.4cmo11イ聞の穴が認められるが、そのうち 1佃は貫通していない。片

面の中央には火箸状のものを押しつけた焼印、裏面の中央にも銭を使った焼印らしきものが施される。

6は径3.1cm、厚み0.5cmの円形木製品。十字状に墨痕が認められ、中心に径O.lcmの木針が差し込まれ

る。 2、3同様、これも独楽の可能性がある。

7は径7.5cm、厚み0.9cmの円形木製品。表面の筋痕は墨書もしくは付着物によるものか。側面には 4

ヶ所の木釘痕(内 1ヶ所には遺存)が認められる。

8は径19.0cm、厚み1.lcmの円形木製品。 0.3cmの穴が1ヶ所穿たれる。

9・10は下駄の歯。 9は長さ10.lcm、残存幅9.2cm、厚み1.3cmo 10は残存長8.9cm、最大幅12.0cm、厚

み2.2cm。表面の仕上げが丁寧である。

11-14は金剛草履芯である。 11は残存長18.0cm、残存幅5.4cm、厚み0.4cm。表面に繊維の圧痕が認め

られる。 12は長さ24.2cm、残存幅5.0cm、厚み0.35cm。表面に繊維が付着し、また繊維の圧痕も残る。 13

は長さ24.1cm、残存幅5.1cr目、 j享み0.4cm。表面には繊維の圧痕が認められる。 14は長さ24.2cm、残存幅

5.3cm、厚み0.2cm。表面に繊維が付着し、また繊維の圧痕も認められる。

d .池中覆土 ・取水遺構・ トレンチ出土遺物 (図44)

1-9は池中覆土より出土した造物である。

1-5はかわらけ。 1は灯明皿。全体的に厚手で底部は小さく口縁へ向けて関心素地も粗い。 2は

器高が低く、厚さも均一である。 3は薄手で索地 ・焼成ともに良質なもので、 14世紀前半から中頃まで

に見られる口径11.0cm前後のサイズのかわらけである。 4も3よりやや古いが、やはり同サイズの部類

に含まれる。全体的に均一の厚みで口縁がわずかに外反する。 5は土丹を含むきめの細かい素地を持ち、

口縁に向けて比較的緩やかに立ち上がる。

6は常滑控鉢の口縁部片。口縁は内外に突出する。素地は細かく 1mm大の長石を合むが精良である。

7は宿りかわらけ。用途は不明、かわらけの底部を転用したもので、縁は磨耗し、片商には線状の掻

痕が認められる。

8は人の形代である。側面を向き、烏帽子から頭、肩までの部分である。形のみを彫り表情はない。

残存長8.1cm、幅2.2cm、厚み0.3cm。

9は用途不明の木製品。灰掻きかとも思われる。長さ14.6cm、幅3.8cm、厚み0.6cm。背の方はやや薄

く削られ、鋸状の歯は0.3cmないし0.4cmに削り出される。中心に0.4XO.3cm角の木釘が遺存する。
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10-23は取水遺構より出土した遺物である。

10-12はかわらけ。 10・11は灯明皿である。 10は器高が低く、底部が広く、厚みは均一で、 14世紀前

半の様相を呈する。 11は口縁全体に油煙が付着し、底部が小さくやや深めの15世紀前半の様相を呈する。

12は素地細かく、器肉のやや薄手な14世紀前半代の口径13cm前後の大ぶりタイプのかわらけである。

13は山茶碗窯系胎土を持つ短頚査か。体部は丸みを持ち、口縁は外反する。長石粒を多く合み、さeっ

くりした胎土で硬質である。

14・15は常滑担鉢の口縁部片。 14は硬質な素地で5-8 mm大の長石粒を多く含む。口縁は角形に張る。

15は軟質の素地。口縁が外側に突出する。内側は摺れている。

16は山茶碗窯系捜鉢の口縁部片である。口縁に向けてやや肥厚し、端部に 5mm幅の沈線を巡らす。

17は瀬戸瓶子の下体部より底部にかけての断片である。外体部及ぴ底面には淡緑色の利1が施され、見

込み部分には自然柑がかかる。

18・19は青磁碗。両方とも蓮華文が施される。素地は精良。 18はやや黄緑灰色、 19は緑灰色の軸が施

される。

20-22は砥石。 20は残存長5.0cm、幅3.0cm、厚み1.3cm。横方向にかすかに研ぎ痕が認められる。 21は

残存長5.0cm、幅3.0cm、厚み1.0cm。これは縦に研ぎ痕が残る。 22は残存長3.8cm、幅4.0cm、厚み0.5cm。

縦方向に向け薄くなる。

23は漆器碗。内側は朱塗り。外側は黒地に朱で手描きによる扇状の文様が施きれる。器肉は底部から

体部立ち上がりにかけ0.6cmの厚さ、日縁に向け薄くなる。底面も塗漆され、高台を持つ。口径14.3cm、

高古径7.3cm、器高4.3cmである。

24-29はトレンチ 1より出土したかわらけである。 24は灯明皿。 26と共に13世紀末の製品か。 25は下

体部に丸みを帯ぴた成形がなされている。 27は口縁に向け器肉が薄くなり、素地はクサリ磯を含み組め

だが焼成は良好である。 28は灯明皿として使用されたもの。口縁から器壁の内外ともに油煙が付着する。

素地は非常に細かくなめらか。 29は全体的に器肉が薄く 、硬く焼き締まっている。

30-32はトレンチ 7から出土したかわらけである。 30は灯明皿。底部が広く、厚みは均一である。 32

も厚手で、砂の多く混入した素地を持つ。この 2点は13世紀末の様相と思われる。31は器肉が薄く、素

地のなめらかな14世紀前半に見られる中型サイズのかわらけである。

33はトレンチ 2より出土したかわらけである。素地は細かく、 31のかわらけと同様の製品である。

34はトレンチ10より出土した木製の鈎である。鈎状の下の部分に火を受けていることから、自在鈎の

ような用途のものと思われる。長き10.2cm、幅4.1cm、厚み1.2cm。

35はトレンチ 5より出土した銭。一部欠損しているが、北宋の照軍事元宝(措書)、初鋳年1068年。

36はトレンチ 4より出土した手あぶり片。器壁上部にスタンプで押した巴の文様が施される。全体形

は輪花状になると思われる。
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凶38 宝永 ・宝永下W期 -1面まで (かわらけの法1.t) 単位はcm

NO. IJ 笹 底径 器 高 NO. 11 径 底径 器高

3 7.4 4.6 2.4 25 7.9 6.3 1.6 
トー

4 7.3 5.0 2.0 26 7.6 4.7 2.3 
ト一一

5 9.1 3.7 2.2 27 12.2 6.6 3.2 
ト一一

6 12.8 7.9 3.1 28 16.6 9.5 4.3 

凶39 N期 ー 1面下W期ー 2面まで (かわらけの法坑) 単位はcm

NO. 円 径 底径 器高 NO. il 径 底?を 器 高

8.7 6.6 1.4 22 10.6 6.8 3.0 
トーー ー

2 7.5 4.8 1.5 23 10.8 6.5 3.0 
ー

3 7.3 6.0 1.5 24 11.2 7.1 3.3 
ー

4 7.2 5.4 1.8 25 11.1 6.0 3.4 
ー 司

5 7.1 4.7 1.7 26 10.5 6.4 3.3 
一一一一一ト ー

6 7.1 4.7 2.0 27 10.5 5.6 3.2 
ー

7 8.0 5.5 1.8 28 12.3 5.6 3.3 
トー ー 一

8 7.8 6.0 1.6 29 12.2 7.4 3.3 
ト一一一一 ー ー

9 7.8 5.0 1.8 30 12.6 6.7 3.2 

ト一一ー トー 一ー

10 7.6 5.2 1.7 31 12.7 7.1 3.2 
トー一 一ー

11 7.7 5.0 1.8 32 11.6 5.9 3.1 
ト一一 ー 「一 「一一一一一一一

12 8.2 3.9 2.4 33 12.2 6.4 3.5 
ド一一 ー ー

13 8.0 4.6 2.2 34 13.1 8.8 3.6 
ト一一一 ト一一 ー

14 8.0 5.1 1.9 35 12.4 7.2 3.5 
トー ー

15 7.9 5.3 1.8 36 13.1 8.2 3.7 
ー 一 ー ー 一

16 10.0 6.9 2.1 37 13.3 7.7 4.0 
一 一ー 一

17 10.7 6.1 2.8 38 12.3 8.3 3.5 
トー ー

18 10.4 6.0 3.2 39 13.1 6.6 3.7 
一

19 10.4 6.3 3.2 40 14.1 7.4 3.5 
一 ト一一ー

20 11.1 6.6 2.8 41 13.6 8.1 3.6 
一 -ー

21 10.6 5.7 3.3 

凶42 N期 -2面下W期ー 3面まで (かわらけの法山) 111位はcm

NO. u 径 底径 器 Iむ』 NO. n f壬 庇 fを 器 1口uJ 

ト一一 一
26 7.4 4.6 1.8 35 8.3 6.1 1.9 

ト一一一 一 . 
27 7.9 5.1 1.7 36 10.7 6.9 2.9 

ト一一ー '""圃-
28 7.5 4.4 1.7 37 10.9 6.4 3.1 

ー

29 6.9 4.4 2.1 38 10.9 6.0 3.5 
圃 ー

30 8.4 6.5 1.5 39 12.5 7.7 3.4 

31 7.7 5.6 2.1 40 11.0 6.9 3.0 
_，_・ー 一一

"
h
d
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図44 池小・取水遺構 ・トレンチ (かわらけの法量) 単位は佃

NO. 日 径 底径 器高 NO. 口 径 底径 器高

1 6.2 3.6 2.3 25 7.6 5.5 1.7 

2 8.0 5.4 1.6 26 12.0 8.8 3.3 

3 10.6 5.7 3.0 27 13.0 8.2 3.2 

4 11.6 7.6 3.4 28 13.3 7.4 3.6 

5 12.5 7.7 3.1 29 13.3 7.4 3.5 

10 7.7 5.4 1.8 30 7.2 5.1 1.7 

11 7.6 4.2 2.6 31 11.4 7.4 3.0 

12 13.2 7.2 3.4 32 12.5 7.3 3.2 

24 6.9 5.5 1.4 33 11.4 7.0 2.9 

(2) 瓦

瓦は図に示した他にも破片が多く出土しているが、各層位からi昆然と多種が出土する状況であった。

瓦当 ・鬼瓦 ・法盆のわかる女瓦と男瓦 ・人名の押印をもっ女瓦を選んで図示した。型式は図45-9を除

いて、いずれも前年度までに報告してきたものである。

図45-1 -3はI期の唐草文字瓦。 1はW期一1面池中磁土より出土。 2はW期-2商直上より出土。

3はW期ー2商磁土より出土。 4はI期の剣頭文字瓦。折り曲げ技法によ って作られている。 W期一l

商覆土より出土。

5-8は I期の蓮華文鐙瓦。 5・8はW期-2面覆土より出土。 6・7はW期 ー2面直上より出土。

9は文様部分が欠損しているが、珠文に廻線があり、蓮華際文と忠、われる。胎土の特徴から東海地方窯

産の瓦と考えられ、 I期のもの。東海地方窯産の瓦はこれまでにも女瓦 ・男瓦の出土は確認しているが、

瓦当の出土はこれが初めてである。

10・11は鬼瓦。いずれも I期のもので、 W期一2面雛土より出土。 両者は同じくらいの大きさの鬼瓦

を成していたと思われる。

12は日期の剣頭文字瓦。池中寝土より出土。

13-16はn期の寺銘字瓦。いずれもW期ー2面覆土より出土。

17-20は同じく II期の寺銘鐙瓦。 17・19・20はW期一2面覆土より出土。18は池中覆土より出土。

21-24は11期の巴文鐙瓦。 23を除いて型式は判別できなかった。21はW期-2面覆土より出土。 22・

23はW期 3商磁土より出土。 24は池中覆土より出土。

25は1II期以後の巴文鐙瓦。 W期-2面覆土より出土。

図46に蹴せたものはいずれも I期のもの。女瓦は裏面に純白の叩きが認められるA類である。 1は峡

端部の幅約24cm、厚さ約 2cm。池中W期-1商覆土より出土。2は長さ約41cm、厚き約2.5cm。縦にほぼ

其二つに削れた女瓦はこれまでにも多く出土しており、製斗瓦として用いられた可能性も考えられる。
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W期一2面より出上。 3• 4は人名の押印を持つ女瓦。 3は「支(または友)長J、4は「宗清J。共に

W期一2面極上より出上。 5は男瓦。幅約15.5cm。長さ約41.5cm。取水遺構被上より出上。

第 4章まとめ

今年度の調査は、苑池の8.8北東の限界と取水遺構の確認に主眼を罰いて行われた。従来の時期区分の

内、延鹿3年 (1310)の火災の再建以降廃絶までをW期としていたものが、今年度の調査によって W期

を民に、lVW1-3商 (14世紀前半)、 W期-2面 (14世紀後半)、lVJ町一l而(15世紀以降)の三つに区

分することが出米た。

苑池のwii聞と取水遺構

苑i也の北J瓦の限界は、室町時代のW期(おそ らく鎌合時代米のIII~U'J も)には、調荒した範囲に収まる

ものと考えられる。確認した取水遺構はW期-2面、 lVJUト 31OI(一昨JIIlIJ聞も顔を出しているか?)に

伴うものであった。基本の形は、鎌倉石の石材を組んだ講で二階常川から持いたノドを、土汁で護岸した

水路に落としこむといったものであった。苑池への注ぎHには対石を抗いた中州を築き、流れ込む水流

をニ手に分けるといった_(夫が見られた。 I期(創建)から IlJlJJ (鎌合l時代q.頃)の苑池の範囲はトレ

ンチ調査の結果、現在の整備地戚を超えて更に北から北京に広がっていたと考えられる。今年度の調査

地域の北側、杉ヶ谷の入口にあたる場所の一帯の呼び名を亀ヶ淵という 。呼び名が益地を指し示す回初l'

に由来して、永福寺が建てられてからの地名とすると、北に1v:j7(する r玄武」、また r1U.J と「淵」とい

う名前から、深〈大きく北に広がった鎌倉時代(I期、 H期)の苑池を想像することも出来ょう。この

時期の取ノド遺構は、苑池の範囲が更に北から北東に広がっていることから、今年度の調査地域の'1'では

確認されなかった。

各閣のl時W~

u朗 自IJ辿 (12世紀末) 東側市道の下に池ほが延びて行〈 。立ちヒがる気配なし。

11期 克元宝治年間 (13世紀中頃) 約60cmの坪みを持った地業肘で、池の哩め立てを行い幅を狭め

日l期弘安年間(13世紀後)

W期一3商 (14世紀前半)

W期-1商 (151世紀以降)

ている。東側市道のドに池庇が延びて行く 。

H期の引き続き更に埋め立てを行い、 W期の姿の近い輪車1Iを作

っている。

取水遺構を中心に埋め立てられ新たな池底を鮎り増している。

W期-2面 (14 Ut紀後半)取水遺構周辺部を小心に、 W期-

3面の汀線を約 5m狭めている。

池全体が大きく縮小して、 jjfイiなども慌かに頭をのぞかせてい

るだけとなる。この状況は昭和63年度の北翼廊の調査で、 W期

以降とした面にあたる。

今年度も諸先生、諸先輩から多くの貴重な御教技を受け、 j剖辺住民の汗織の深いご理解とご支援を賜

り、永紙、'H[池の取水逃構の位置を確認し、また健凶北側から池'1' に、 舌状に突き I-~，す岩を組んだ岬ま

で確認するとい っ た大きな成果を上げることができ、 5 ヶtJ liIJに減る I~M有を無事に終了することができ

たことを記して、 i築く感謝する次第である。
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附編 史跡、永福寺跡、の花粉化石(平成 7年度)

鈴木茂(パレオ・ラポ)

平成 7年度の発掘調査においては、後期の取水口が検出きれ、その影響と推測されるが、砂の堆積が

認められる。また、後期の堆積物は植物遺体に富み、ヒシの果実をはじめとして、微小な種実が多く認

められる。このヒシは富栄養の池などに群落を形成しており、後期の苑池の水はかなりよどんでいたと

推測される。このように、苑池においては取水が行われていた頃の水流の影響から、その後の止水環境

への変化が予想され、池およびその周辺に生育する植物(水生植物)は大きくその影響をうけたことが

推測される。こうしたことから、本年度においては水生植物に注目し、また、昨年度において行った各

時期の花粉分析結果を補足する形で各時期の土佐積物について花粉分析を行った。

また、流水から止水へと*の環境が大きく変わったことが推測され、これを検証する目的で珪藻分析

を北海道大学の村田氏にお願いした。この珪藻は、幾何学的な模様を持つ珪酸の殻を有する単細胞藻類

で、 E主謀類全体の分布は淡水域から渇水域のほぽ全ての水域環境にわたり、個々の種は様々な環境要因

に適応をみせ、それぞれ特定の生息場所を持つ。また、珪藻の化石は顕微鏡サイズながら水成堆積物中

から保存よく多産し、化石群集の種の組成は堆積環境をよく反映するため、古環境の復元の指標として

数多く利用されてきたのである。

さらに、クロマツの球果やヒシの果実などの種実類も多く観察されたことから、大型植物化石分析(吉

川純子(パレオ ・ラボ)担当)を、また、半島状に池部につきでた部分などに認められた木材化石につ

いて樹種同定(藤根 久(パ レオ・ラボ)担当)を行った。

1 .試料

花粉分析用試料は、図47に示した 4地点 (A-D)より柱状、およびスポットで採取した。図48には、

そのうちA-C地点の土層断面を、また、図49には各地点の地質柱状図および試料採取層準を示した。

以下に、各地点の土層記載を示すが、詳しい土層断面や記載については本論を参照して項きたい。

A地点 :C面(創建期)堆積層は土丹混じりの黒灰色砂質シルト(試料7)で、その下位も土丹混じ

りの黒灰色砂質シル ト (8、9)であるが上位よりしまりがよく、最下部は暗灰色の砂レキ(旧二階堂

川?)である。 B面 (13世紀中頃から後半)堆積層は黒灰色の粘土(5、6)で、下部はやや砂質とな

り、上位はA2面 (14世紀後半以降)

B地点 :C面堆積層は黒灰色の粘

土~シルト(試料17-19)で、 上位

はB面の基底にあたる土丹地業層(暗

灰色シルト混じり砂レキ)である。

B面堆積層は、下部は大型の土丹が

散在する暗灰~黒灰色の誕生、質シルト

，
 

a' J
 

図47 試料採取位置図
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図49 試料採取地点の地質柱状図と試料採取府準

(15， 16)で、上位はl府灰補色のシル ト~粘土質の砂レキ、最上部は時灰禍色の砂質シ/レト (14)で¥

その上位はA4 面 (14 世紀初)の基底にあたる土丹)~である 。 A4 面の堆平氏物としてはH音灰縞色の砂質

シルト (13)が認められ、同府準試料として同断的i東端より試料12を採取した。さらに上位はA3面 (14

世紀前半)の基底にあたる土n地業層で、さらに上位はA2面の基底にあたる、 よ丹が散在する黒灰色

の砂質粘土質シルトである。

C地点 :A4面およびA3面の基底にあたる土)')-地業Mの上に、 A3而j，(H!7府のm制色の泥炭質粘土

(試料11) が認められる。その上位はA2面の基底にあたる、レキが多く認められる時灰色シルト~粘

七質砂である。 A2 面対{~椴 ー!こは県縞色の砂質粘土 (10) で、その上位はレキが多1.1に認められる黒禍色

砂質シルト (A1面(-江戸-)構成土)である。
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D地点:最下部は暗灰色の砂>11粘土(試料26)で、地山とみられる。この上位は軟らかい黒灰色粘土

(24、25)で、 BおよびC面敏幸費用である。この層を設い土升を多く含む砂レキ (A2面構成層)がみ

られ、上部 (23) はシルト分が多くなっている。 A2 商堆積土は植物遺体が多く含まれ、下音I~は黒灰褐

色の砂質泥炭質粘土 (22)、上部は黒補色の泥炭質粘土 (20、21)となっている。この上位は撹乱用(黒

灰色砂質粘土)である。このD地点試料を用いて珪藻分析(試料20-26)、大型植物化石分析 (A2面堆

積土の上部、下部)を行った。

2.花粉分析

1 )分析方法

上記した26試料について以下のような手順にしたがって花粉分析を行った。

試料(湿重約 1-3 g)を遠沈管にとり、 10%水酸化カリウム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後0.5mm

自の怖にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に46%フッ化水素酸溶液

を加え20分間放置する。水洗後、比重分離(比重2.1に調整した臭化亜鉛溶液を加え遠心分離)を行い、

浮遊物を回収し水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続いてアセトリシス処理(無水酢酸9: 1濃硫酸

の割合の混酸を加え3分間湯煎)を行う。水洗後、残置にグリセリンを滴下し保存用とする。検鏡はこの

残憤より適宜プレパラートを作成して行い、その際サフラニンにて染色を施した。

2)分析結果

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉51、革本花粉38、形態分類を合むシダ植物胞子 3、藻類

1の計93である。これら花粉 ・シダ地物胞子・藻類の一覧を表 1に、また主要な花粉・シダ植物胞子の

分布を図50(A地点)、図51(B、C地点)、図52(D地点) に示した。なお、分布図における樹木花粉

は樹木花粉総数を基数に、草木花粉、シダ植物胞子は全花粉 ・胞子総数を基数として百分率で示しであ

る。表および図においてハイフンで結んだ分類群はそれら分類群聞の区別が困難なものを示し、クワ科

・パラ科 ・マメ科の花粉は樹木起源と草本起源のものとがあるがそれぞれに分けることが困難なため便

宜的に革本花粉に一括して入れてある。また、花粉化石の単体標本(花粉化石を一個体抽出して作成し

たプレパラー ト)を作成し各々にPLC.SS番号を付し形態観察用および保存用とした。

A地点 :樹木花粉の産出傾向から下位より局地花粉化石帯 1• IIを設定した。

I帯(試料7-9)はスギ属の優占で特徴づけられ、コナラ属アカガシ亜属、シイノキ属ーマテパシ

イ属も多く検出されている。革本類のイネ科が非常に多く得られており、水生植物のオモダカ属、ミズ

アオイ属などが産出している。なお、試料9については樹木花粉の検出数が少なく、分布図としては示せ

なかったが、産出傾向は上位試料と同様と判断される。

II帯(試料 1-8)はマツ属按維管東亜属(いわゆるニヨウマツ類)とエノキ属ームクノキ属の優占

で特徴づけられ、ニヨウマツ類の試料2、3における出現率の減少はエノキ属ームクノキ属花粉の多産

による見かけ上の減少と思われる。革本類では、上部においてツリフネソウ属が多く 検出されており 、

ガマ属にも同様の傾向がみられる。また、最上部の試料lではオモダカ属が多産しており、ヒシ属も検出

されている。

B、C地点:粒休花粉の産出傾向から下位より局地花粉化石帯 1. IIを設定した。

I帯(試料19)はA地点と同様の傾向を示し、スギ属の優占で特徴づけられ、イチイ科ーイヌガヤ科ー

ヒノキ科、アカガシ亜属、シイノキ属ーマテパシイ属も多く検出されている。草木類のイネ科はA地点

円
J
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表 4 苑池土佐4貨物のj蛮tI'.花粉化石一覧表

相名 理学名
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ほどではないが多く得られており、水生植物のオモダカ属、ミズアオイ属なども産出している。

II帯(試料10-18)はニヨウマツ類の優占で特徴づけられ、試料12、13については後述する。革本類

では上部においてカヤツリグサ科が多くなる傾向が認められ、ガマ属も同様である。

D地点:全試料ニヨウマツ類が優占しており、エノキ属ームクノキ属が上位に向かつて増加している。

草木類では上部においてガマ属が非常に多く検出されており、カヤツリグサ科も最上部 2試料で多産 し

ている。その他、イネ科は安定して検出きれ、試料22よりヒシ属が得 られている。また、クンシ ョウモ

属が試料24において特徴的に産出している。

3 )苑池を中心とした古植生

永福寺創建前後の周辺植生は、スギ属林や照葉樹林(アカガシ直属、シイノキ属ーマテパシイ属)が

優勢で、あった(花粉帯1)。また、 A地点においてはイネ属を含むイネ科花粉が多量に検出され、水田雑

草を含む分類群であるオモダカ属やミズアオイ属が比較的多く検出され、創建以前の低地苦1Iでは水間稲

作が営まれていた可能性があり、これは先の報告でも指摘されている(鈴木 1993)。なお、 D地点の試

料26は地山と考えられているが、ニヨウマツ類が非常に多く検出きれている。土層観察では上位屑との

境界部はかなりうねっており、みかけより下部まで上位層の影響をうけている可能性が高いと推測され

る。

その後、 B面堆積期(13世紀中頃から後半)になると突所としてニヨウマツ類が多産 し(試料6)、増

加するなど、周辺の植生はスギ属林や照葉樹林からニヨウマツ林へとこの頃代わったと推測される。ま

た、エノキ属ームクノキ属も増加したとみられ、 14世紀後半以降その傾向が一時的に高ま ったようであ

る。

この14世紀後半以降においてヒシ属やオモダカ属などの水生植物が検出され始めているが、地点によ

りその様相が異なっている。すなわち、 A地点ではガマ属からオモダカ属(抽7.1<植物)の繁茂への変化

が予想され、水深のあるところでは浮葉植物のヒシ属が生育し、水辺にはツリフネソウ属が一時多くみ

られた。また、 C地点ではカヤツリグサ科やガマ属(柑l水植物)、 D地点ではは じめガマ属だけの群落か

ら、イネ科、カヤツリグサ科を交える群落への変化といった特徴がみられる。

なお、図50の試料12においては、 14世紀初の堆積物と思われるが、ニヨウマツ類は少なく、アカガシ

亜属が優占している。しかしながら、この頃の試料採取地点は池ではなく、よ って、自然悦積物ではな

いように思われる。むしろ、池の改修にともなう波法により古い時代の堆積物がもたらされたのではな

いかと推測される。また、試料13も同様のことが推測される。

3 .珪藻分析

1 )分析方法

D地点から得られた計7試料について以下の手11慣にしたがって珪諜分析を行った。

土壌から珪藻分析用に採取した試料を風乾後、秤量する。この試料に約15%の過酸化水素ぷを加え加

熱し、有機物の分解・漂白および一般機械物と珪藻殻の分離を行う 。反応、終了後蒸留水を注ぎ、遠心分

離をかけて上澄みを捨てることにより珪議殻の濃集を行う 。この操作を数回繰り返した後、適当な濃度

に調整した珪滋懸濁液0.5ml程度をカバーグラスに滴下し乾燥させる。乾燥した試料上にプリ ュウラ ック

ス等の封入剤を滴下し、スライドグラスに張り付け永久フ。レパラー 卜を作成する。

検鏡は、油浸1000倍で行った。珪磁化石群集の組成を把握するために、メカニカルステージを用いて
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任意に出現する珪藻化石が200個体以上になるまで同定・計数した。なお、珪藻殻が半分以上破損したも

のについては計数・同定は行っていない。珪藻の同定については、Hustedt(1961-1966)、K.Krammer&

Lange-bertalot (1985-1991)などを参考にした。また、古環境の復元のための指標としては、安藤(1990)

の環境指標種群を参考にした。

2 )結果

すべての試料より淡水生珪藻の産出が認められた。そこで化石産出の層住的変化から I-Nの分帯を

設定した(図53)。さらに産出した環境指標種と珪議化石種個々の生活型に着目し、古環境の復元とその

変遷の推定を行った。以下に、帯ごとの特徴を記載する。

:試料26にあたる。主要種としては、沼沢湿地付着生指標種群 [OJであるC戸ゆellaaspera、

Gomρhonema gracile、Pinnulariagibbα、湖沼沼沢湿地生指標種群 [NJであるFragilariaconstruens、

M elosira lineata、微量ではあるが中~下流性河川指標種群 [K]であるMelosira variansの産出がみられ
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であるMelosira variansが産出した。群集の構成は浮遊から付者生活までできる適応範向の広い種によ っ

て構成されており、群集構成は I帯に類似するが、水域がより拡大し、同時に水深も深くなっている と

考えられる。完形形殻の出現率は76-80%程度と淡水環境においては典型的な値を示すものの、他の分

帯に比べると若干劣る。この現象は、縦積環境肉体は安定しているものの、水域の拡大や水深の増大に

よる水の循環に起因するものであると考えられる。この現象を起こすぷ深限界は引在調査中である。

:試料20、21にあたる。主要種としてはm沢湿地付着生指標額群 [0]であるCymbel必αゆera、[N帯]

Pinnularia gibba、陸域指標-積群 [QJであるDiploneisell砂ticaが産NJ1した。陸域指根組鮮は一般的に隙

ミズゴケなどが生育する水域としては成立しないia地帯?を中心に分布す生産藻として知られる種群で、

しかし、しかし環境に対し広い適応性を示すため湿地以外の水域で産出することも しばしばある。る。

このそのような水域において産出する場合、群集構成比としては5%に満たないことが一般的であり、

ようなI輩出は湿地あるいは温地に準ずるごく浅い7Jct.!&環境を示唆していると考えられる。

3 )珪藻化石群集による堆積合環境の推定

これまでの結果から、苑池における水域環境の変選は以下のよ うになると推定される。

1 )永福寺創建以前は水深 1-2m前後のm沢池に準ずる水域が1.f.・4した。この水域には水路が存在

し、微弱ながらも淡水河川|からの水の流入が存証した。

この2)創建111後頃と推測されるが、水生植物が繁茂し流水の影特が弱まり、水域自体も縮小した。

時期水路による周辺水域への連絡は閉ざされていたと考えられる。

2而(1 4世紀後半)前後の時期になると、水域が拡大し、水深も 3m前後まで深くなったと推3) 

定される。水路による淡水河川|からの水の流入が存在した。

その後、水域は縮小し、水深も50cm未満の非常に浅い、所々略化した湿地帯が存在したと推定さ
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4 .大型植物化石

1 )分析方法

植物遺体が多く認められたD地点のA2面堆積層については、 2府に分けられていたため、それぞれ

上部と下部に分けて試料とした。表はそれらのブロック試料をO.25rnm目と2rnm自の 2種類の簡で、表示し

たf材責だ‘け71<洗飾7JIJし、産出した部位ごとの個数を表示した。また、現地とは現地で肉眼で確認された

大型植物化石を取り上げたものである。

2)産出した大型植物化石

下部からは木本ではスギをやや多く産出し、ほかにクロマツ、マツ属、アカシデ、エノキ、ケヤキ、

イロハモミジを産出した。革本ではオモダカ、へラオモダカ、オモダカ科、ハリイ属、ミゾソパ、ギシ

ギシ、タガラシ、セリ、シロネ属、エゾノタウコギ近似種を多く産出し、アギナシ、スゲ属A、イボク

サ、キツネノボタン近似種を比較的多く産出した。ほかにはイヌピエ近似種、スゲ属B、ソパカズラ、

アブラナ科、ツリフネソウ、セリ科B、イヌコウジュ属、キュウリ属メロン仲間、タカサプロウ、不明

Aを産出した。

上部からは、木本ではスギを比較的多く産出し、ほかにモミ属、クロマツ、アカシデ、ケヤキ、イロ

ハモミジを産出した。革本ではオモダカ、へラオモダカ、オモダカ科、ハリイ属、スゲ属B、ミゾソパ、

ギシギシ、キツネノボタン近似種、アブラナ科、シロネ属、エゾノタウコギ近似種、不明Aを多く産出

し、アギナシ、イヌピエ近似穂、イグサ属A、タガラシ、セリ、タカサプロウも比較的多く産出した。

ほかにはシャジクモ属、イネ、コゴメガヤツリ近似種、カヤツリグサ科、スゲ属A、イポクサ、イグサ

属B、ヤナギタデ近似種、ソパカズラ、ツリフネソウ、セリ科B、イヌコウジュ属を産出した。

現地取り上げでは木本のクロマツ、クリ、サクラ属サクラ節、ミズキを、革本ではヒシを産出した。

3) 14世紀後半の池とその周辺の古環境

産出した大型植物化石の種類を上部と下部で比較すると、多少の違いや産出個数の違いはあるが、ほ

ぽ同種のものを産出している。従って上部と下部ではほぼ似かよった環境であったと思われる。

まず、池の水域の部分に生育していたと思われるのが、沈水植物であるシャジクモ属、 j手葉植物であ

るヒシである。これらはある程度の水深がある場所に生育している。また、水深のやや浅い水域部分に

生育していたと思われるのが抽水植物であるオモダカ、へラオモダカ、アギナシ、ハリイ属、イボクサ、

イグサ属である。さらに時々冠水するような半湿地に生育するのがイヌピエ近似種、コゴメガヤツリ近

似種、ミゾソパ、ヤナギタデ近似種、キツネノボタン近似種、タガラシ、ツリフネソウ、セリ、シロネ

属、タカサブロウである。これらは比較的多量に産出しており、池が急に深くなるのではなく浅い場所

から徐々に深くなる構造であったことがわかる。また、賞栄養の水域に産出するような水草は産出せず、

ヒシ、シャジクモ属など比較的富栄養に強い種類があることから、当時の池は汚くはなかったが停滞気

味の水域であったと推定される。

木本は湿地に生育する種類は産出されず、クロマツ、スギ、クリ、サクラ属サクラ節、イロハモミジ

など植裁したと思われる種類を少しずつ産出した。また、ソパカズラ、ギシギシ、エゾノタウコギ近似

穏はやや乾燥した場所に生育しており、周囲から供給きれた種類が比較的少ないことから、人為的に開

けた日当たりのよい状況をっくり、そこにまばらに庭闘樹を植えていたと思われる。
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表 6 苑i也D地点I屯出の大砲純物化石一覧ぷ{ヒシのカッコ内iま破片)
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4)産出した大型植物化石の形態記載

以下に池の堆積物より産出した大型植物化石の形態を記載する。写真図版でわかる外形などは省略す

る。

木本

モミ属 (Abies) 葉片は先端のみで扇平、葉の中央は上面がくぼみ、下面は突出して、葉の先端は丸

く中央がくぽんでいる。

クロマツ (Piηusthunbergii Parlat.) 葉片は線状で断面は半円、葉肉内の樹脂道は葉の表面付近から

離れて内部に通っている。球果の鱗片の先端は肥厚し、中央がくぼんでいる。

マツ属 (Pinus) 種子は木質で表面は繊維質である。

スギ (Cηptmeriaja.ρonica(Linn.fil.) D.Don) 種子は中央が厚く、周囲は翼のように薄くなって、

やや竪い。葉片は断面が四角く、土佐積物中のものは柔らかく崩れやすい。

アカシデ (Carþinω lax~βora (Sieb.et Zucc.) Blume) :果実は厚みがあり、やや竪く、表面には縦に

数本の筋が入る。

ク1)(Cωtanea crenata Sieb.et Zucc.) 果実破片は縦に筋が入札茶褐色で内側に渋皮が付いている。

エノキ (Celtissinensis Pers. var. japonica (Planch.) Nakai) 内果皮片は薄くやや柔らかい賞褐色

で、完形には突出した白いへそがある。

ケヤキ (Zelkovaserrat，α(Thunb.) Makino) 果実はやや竪く、しわが全面にある。

サクラ属サクラ節 (Prunωsect.Pseudocerasus) 核は 2面形で、竪く、木質でー側にしわが入る。

花を愛でるヤマザクラなどもこれに属する。

イロハモミジ (AcerρalmatumThunb.) 果実はやや柔らかく、丸く、表面は繊維質である。本来は

長い翼が付いているが、ここではとれている。

ミズキ (Cornuscontroversa Hemsley)ー:内果皮は竪く木質で縦に溝がある。

革本

シャジクモ属 (Chara) 卵胞子は薄く柔らかい膜状で、螺旋状に鰭が付いている。

へラオモダカ (Alismacanaliculatum A. Br. et Bouche) :果実には翼が無く、厚くスポンジ質で背面

を見ると一本の溝がある。

オモダカ (Sagit如何'atrifolia Linn.) :果実にはまっすぐ上に伸びる突出部のある、全体にぎざぎぎの

少ない翼がある。果実の膜は薄い。

アギナシ (S.aginashi (Makino) Makino) 果実はオモダカより厚く狭い翼がある。

オモダカ科 (Alismataceae) 種子は薄く柔らかい膜状でチューブが屈曲したようになっている。

イヌビエ近似種 (Echinochloacf. crus-galli (Linn.) Beauv.) 穎果は柔らかく 、表面には細かい網

目模様がある。

イネ (0η'zasativa Linn.) 穎基部は殻穎が磨耗した跡が残っている。

コゴメガヤツリ近似種 (Cyperuscf. iria Linn.) 果実は 3稜形で面の中央がややくぽみ、やや竪く、

表面には小突起が全面に分布する。

ハリイ属 (Eleocharis) 果実は鈍い 3稜形でやや竪く基部から線状の刺針が数本出て、果実の先端に

は盤状の付属物がある。

スゲ属A (Carex A) 果実は薄く柔らかく、細かい網目模様が全商にある。

スゲ属B (Carex B) 果実はやや薄くやや竪く、細かい網目があるが、縦の筋が目立つ。
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カヤツ 1)グサ科 (Cyperaceae) ;果実は透明で柔らかい。

イボクサ (Aneilemakei，叫ん Hassk.):種子はやや柔らかく、湿ると濃い灰色、乾燥すると灰白色にな

り細かい網目がはっきりわかる。

イグサ属A Uuncus A) 鶴子は紡錘形で簿く柔らかく全体に四角い網目模様がある。

イグサ属B Uuncus B) 種子はイグサ属より長く全体の網目模様は薄く、縦の線が目立つ。

ギシギシ (Rumexjaponicus Houtt.)果実は 3室構造で大変大きなレース状の翼がある。

ミゾソパ (Polygonumthunbe増iiSieb. et Zucc.) 果実は膜質で大変柔らかく賞褐色で布質である。

ヤナギタデ近似種 (P.cf. hydroρiper Linn.) .:果実は 2面形で竪く黒色で光沢があり、表面には規則的

な細かい網目模様がある。

ソパカズラ (P.convolvulus Linn.) 果実は竪〈、簿く稜の縁は翼状に簿くなる。

タガラシ (Ranunculussceleratus Linn.) 果実は耐平な円でやや厚く、表而は繊維質で賞褐色、同心

円の内側がやや濃い褐色である。

キツネノボタン近似種 (R.cf.silerifolius Lev.) 果実は扇平で偏円形、表商は繊維質で黄禍色、基部

はやや突出し先端は鍵状に鋭く尖る。

アブラナ科 (Cruciferae) 種子は椅円形扇平で、膜は禍色で薄〈柔らかく透明、基部は破れたように

裂けたものが多く、表面には細かく規則的な網目模様がある。

ツリフネソウ (Im，仰 tienstextori Miq.) 種子は桁円球で基部が嚇状にやや突出し、 表商は黒色で光沢

があり、薄く膜状、とぎれた網目状に粗くうきでた模様がある。

ヒシ (TrapajaρonicaFlerov) .:果実は倒三角形で、やや柔らかい木質、基部は円柱状に突出し中央

に穴がある。果実の両端に刺状突起がある。

セリ (Oenanthejavanica (Blume) DC.) .:果実は縦書1)りの半緒円球で中心に筋があり、外縁はコル

ク質で縦に隆起があり、浮きやすい。

セリ科B (Umbeliferae B) 果実はセリに似るが、車m<コルク質がない。

イヌコウジュ属 (Mosla) .:果実は球形の下端がやや突出し、やや簿くやや虫く、表而にはえぐったよ

うな網目模様がある。

シロネ属 (Lycopus) 果実はやや柔らかく、浮きやすい。

キュウリ属メロン仲間 (Cucumismelo L.) 種子はやや竪く、表面の徴細な網刊はキュウリ仲間と違

い、正方形に近い。

エゾノタウコギ近似種 (Bidenscf. maximowicziana Oettingen) 果実は陸上に長時間滞在していた

ようで、柔らかく薄くなっており、中央にはタウコギに凡られる逆刺が認められないが、地域的にエゾ

ノタウコギが生育していたことに疑問があるため、近似租ーとした。

タカサブロウ (Ecliptaprostra似 (Linn.)Linn.) 果実は厚みがあり、やや采らかく、繊維質である。

不明A (Unknown A) : 

5.樹種同定

1 )方法と結果

試料は、永福寺跡、の14世紀後半以降の堆積層から検出された13点である(図 1)。

標本は、片刃カミソリを用いて試料の横断面(木口と間報)、接線断面(板1:01と同議)、放射断面(柾

目と同義)の 3断面をつくり、ガムクロラール (GumChloral)で封入し、永久原本を作成する。樹種
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の同定は、これら標本を光学顕徴鏡下で40-400倍の倍率で観察を行い、現生標本との比較により行う。

以下に各標本の記載を述べる。

表 4 永福寺跡出土木材の樹種

2)記載

木材試料

①~④、⑥~⑨、⑬

⑤ 

⑬ 

⑪、⑫

樹種

マツ属被維管束亜属

ウツギ

クヌギ節

クスノキ

マツ属複雑管束亜属Pinussubgen. Diploxylon マツ科図版1a-1c.

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取り囲むエピセリウム細胞カか、らなる針針.葉樹でで、、早材部か

ら晩材部への移行は緩やカか、である(横断面)入。分野野，壁

しく突出している(放射断商)九。エピセリウム細胞以外は、放射仮道管を合め単夢列1リiで1-1叩O細胞高である

(接線断面)0 。

以上の形質から、マツ科のマツ属綾維管東亜属の材と同定される。マツ属複雑管東亜属は、本州 ・四

国・九州に生育するアカマツ (P.densiflora)と海岸部に生育するクロマツ (P.thunbergめがある。い

ずれも樹高30m、幹後1m前後に達する常緑針葉樹である。

クヌギ節Quer，ωssect. Aegil~ρs ブナ科図版2a-2c.

年輪のはじめに大型の管孔が1-2列並ぴ、そこからやや急に径を減じたやや厚壁の丸い小管孔が放射

方向に配列する環孔材である(横断面)。道管のせん孔は単一である(放射断面)。放射組織は、単列向

性のものと集合放射組織のものとがある(接線断面)。

以上の形質から、ブナ科のコナラ属クヌギ節の材と同定される。クヌギ節の樹木には関東地方に普通

に見られるクヌギ (Quercusacutissima)と、東海 ・北陸以西に主として分布するアペマキ (Q.variabilis) 

がある。いずれの樹木も樹高15m、幹径60cmに達する落葉広葉樹である。

クスノキ Cinnamomum camρhora Presl クスノキ科図版3a-3c.

中型の管孔が単独ないしは 2-4個放射方向に樟合して散在する散孔材で、木部柔細胞は周囲状であ

る(横断面)。道管のせん孔は単一である(放射断面)。放射組織は、異性1..-3細胞幅、 4-24細胞高、

油細胞が見られる(接線断面)。

以上の形質から、クスノキ科ニッケイ属のクスノキの材と同定される。クスノキは、暖帯からE車F

にかけて分布する樹高2お5m、幹径80cmに達する常緑広葉樹である。

ウツギ Deutziacrena似 Sieb.etZucc. ユキノシタ科図版4a-4 c. 

角張った小型の管孔が均一に分布する散孔材で、放射組織が広く特徴的である(横断面)。道管のせん
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孔は、 10本程度の横棒からなる階段状である(放射断面)。放射組織は、異性で1-4細胞幅で背は非常に

高い(接線断面)。

以上の形質から、ユキノシタ科ウツギ属のウツギの材と伺定される。ウツギは、おもに暖儲から温帯

にかけて分布する落葉低木である。

6 .苑池を中心とした永福寺周辺の古環境変遷

これまで花粉分析に加え、 D地点では珪藻分析や大型植物化石分析を行い、それらの結果・考察を述

べてきた。ここではそれらをまとめ、苑池およびその周辺の環境変遷について示す。

1) D地点の時代について

D地点の最下部試料からニヨウマツ類が多量に検出されているが、本試料は地山と考えられている。

しかしながら、平成 4年度に採取した地山試料においてはスギ属が優勢で・あり(鈴木 1993)、創建以前

においてニヨウマツ類が多産した例はない。今回の分析においては創建後の 13世紀中頃以降において

ニヨウマツ類が多産しており、これまで行ってきた結果もほぼ同様である。こうしたことから、 D地点

の最下部試料は上位層の影響をかなりうけている可能性が高く、分析結果はむしろ創建後の環境を示し

ている可能性が高いと判断される。

2 )苑池周辺の古環境変遷

創建以前の永福寺周辺丘陵部はスギ林や照葉樹林が優勢であり、これは12世紀末から13世紀初の頃ま

で続き、その後ニヨウマツ類が優占するようになった。また、低地部では水田稲作が営まれていた可能

性が高い。

先にも記したが、 D地点最下部試料は創建後の環境を示していると判断される。よって、創建後の初

期苑池は水深 1-2m前後と推測され、微弱ながらも河川|からの水の流入が予想される。

その後、水域は縮小し、流水の影響は弱まり、水路による周辺水域への連絡は閉ざされていたと考え

られる。

14世紀後半前後頃には再び水の流入が存在し、水深も一時よりは深くなったと推測される。この頃 (A

2面形成後)の水深がややある部部には沈水植物のシャジクモ属や、浮葉植物のヒシが生育しており、

浅いところには抽水植物のガマ属が繁茂していた。また、こうした水辺にはミゾソパ、タガラシ、ツリ

フネソウ、セリ、タカサブロウなどが生育していた。

さらに時代が進むと、苑池は縮小し、水深も非常に浅くなり、 A地点付近ではオモダカ群落がみられ

るようになった。その他、へラオモダカ、アギナシ、ハリイ属、イポクサ、イグサ属などが生育し、イ

ヌピエ近似種、コゴメガヤツリ近似種、ミゾソパ、ヤナギタデ近似種、キツネノボタン近似種、タガラ

シなどがみられる混地的環境も存在するようになったと推測される。

引用 ・参考文献
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図版 4

A 4.遣水遠景(西より)

A 2.温水土層断面
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図版 5

企 1. 2・3溝(北より)

企 3. 2・3溝上流土層断面(南より)

A 2. 2・3湾(筒より)

A 4. 2・35"中央部土層断面(南より)

.5. 4鴻土届断面(北西より)

A 6. 2湾上流、五倫塔出土状況
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A2 ．目隠し塀（南より） 

"3．道路（南より） 

75．複廊雨落ち溝底石（北より） 

図版 6 

 

▲~．目隠し塀（北より） A4 ．第 2 調査区全景（南より） 
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図版10

企 I. ~責石

A 4. rn期の汀に沿って据えられた景石

... 3.祭石
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図版12

... 2. m期苑池汀

... 3.埋められた II期苑池汀
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2"'4 1・ bar: 20μm 

史跡永福寺跡苑池土佐積物の花粉化石

1 :マツ廃複総管東亜廃 PLC.SS1607 I弐料7

2 フナ属 PLC.SS 1611 試料2

3 :スギ属 PLC.SS1604 試料3

4 カキ属 PLC.SS1600 試料2
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図版34

8-a 

史跡永福寺跡苑池堆積物の花粉化石

5 イネ科 PLC.SS1602 試料3

6 :サジオモダカ属 PしC.SS1608 試料7

7 ナデシコ科 PしC.SS1599 試料2

8 :ベニバナ底近似穏 PLC.SS 1606 I式料3

9 カラ マツソウ属 PLC.SS 160S !式料3
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平成 7年度

1.永福寺跡全景(右手下が鈎査地)

2.調査地全景

図版37
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図版38

1. 宝永スコリア検出面(手前の段差は釣堀跡)

取水遺構

取水遺構

2. IV湖一 Ijjjj

4. IV期一 2面

5
・

w
m
l
2菌

取
水
遺
構
情

取水i酎湾検出状況

取水i章構周囲会景
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3. IV期-2函

6. IV期- 2蘭



I . IV期ー 2面 白甲部(東から)

図版39

2. IV期-2面 岬 部 石 組

3. IV期 2面の岬部と二階堂、薬師堂との位置関係

全景(西から)

5. IV期ー 3面会衆

Fhυ 
q
J
 

噌，A

鼻:'J

.晶



図版40

1.岬先立滞都の祭石

3.岬つけ根の景石

5.港婆出土状況(IV期 2面)

8. T6・7、W期-3面汀(西より)

2 .岬東部の景石

4. ~先端部土層断面

6.木製蓮出土状況(IV期- 2函)

9. T 8、鯨東部地山面{東より)
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10. T 1、土層断面(西より)



図版41

1.調査地会最(西側の山腹より)

4 .取水清風策(北東より)

5.取水潟風景(爾より)
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図版42
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図版43
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図版44
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図版45
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図版46
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図版47

scale bar : 20μm 
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図版48

1 1 

9 1 0 

scale bar : 20μm 7 8....... 1 2 

史跡永福寺跡苑i也耳t続物の花粉化石

7 ヒシ属 PLC.SS 1759 試料22

8 サナエタテ。節ーウナギ、ツカミ節 PLC.SS 1762 試料22

9 シソ料 PLC.SS 1761試料22

10 :キク!iE科 PLC.SS 1752 試料20

1]:ヨモギ属 PLC.SS 1750 試料20

12 :アブラナ科 PLC.SS 1755 試料21
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o 10μm 

1. Epithemia sorex (sample no・1)2. Gomphonema gracile 

(sample no・5)3. Melosira Iineata (sample no・3)4. Gomphonema 

c1avatum (sample no. 6) 5. Pinnularia braunii (sample no.1) 6. Nitzschia 

plana (sample no・4)7. Cocconeis placentula (samp)e no・3)8.Diploneis 

subovalis (sample no・1)9. Melosira granu)ata (sample no.5) 1 

O. Surirella tenera (sample no・1)11. Diploneis elliptica (sample no・2)
12. Pinnularia gibba (sample no.7) 

-145-

図版49
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図版50
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永福寺池の大型補物化石 1 (スケーノレは 1mm、 3、5、12は 1cm、17U.0.5mm)

1 .モミ属、楽 2、 4. クロマツ、楽 3. クロ?ツ、球来5. クロマツ、雌花 6. '7ツ潟、鶴子 7. スギ、綾子

8. スギ、薬 9. アカシデ、果実10. エノキ、内果皮11.ケヤキ、果実12. クリ、果実破片13.サクラ属サクラ節、

i核14、15. イロハモミジ、来実16. ミズキ、内楽皮17.シャジクモ属、卵胞子18. オモダカ、架;笑19. ヘラオモダカ、

来実20.アギナシ、果実21.オモダカ科、種子22，イヌピエ近似額、新果、 23. イネ穎、基部
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図版51
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永福寺池の大型植物化石 2 (スケーノレは 1mm、39は 1cm、25、30、47は0.5mm)

24. ココソヌゲヤツリ近似稜、果実25. カヤツリグサ科、果実26. ハリイ施、果実27.スゲ、属A、果実28. スゲ属B、

果実29. イボクサ、種子30.イグサ属A、種子31. イグサ属B、稜子32.ミ〆yパ、果実33. ソパカズラ、

来実34.ギシギシ、果実35. キツオ、ノボタン近似種、来笑36. タガラシ、果実37.アブラナ科、

種子38. ツリフオ、ソウ、種子39. ヒシ、来:実40.セリ、果実41. セリ科B、果笑42. イヌコウジュ属、

果実43. シロヰ、属、果実44.キュウり属メロン仲間、種子45.エグノタウコギ近似務、来実46. タカサプロウ、

果実47.不明A
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図版52

2a.クヌギ節 (機断商)⑬bar:O.5mm 

園田園・・・園田園

4a.ウツギ(機断面)@bar : O.5mm 
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報 告書 抄録

ふ り がな しせきょうふくじあと

浮Eヨt 名 史跡永福寺跡

高IJ 書- 名 国指定史跡永福寺跡環境整備事業に係る発掘調査概要報告書

巻 次 一平成 6・7年度一

シ リ ー ズ名

シリーズ番号

編著者名 福 田 誠 、 菊 川 泉 、神山品子

編 集機関 鎌倉市教育委員会

所 在 地 嫌倉市御成町18番10

発 行 年 月日 平成 8年 3月

ふりがな ふりがな コ 一 ド

所収遺跡名 所 在 地 市町村 :遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査商積 調査原因

ょ永う福ふ〈寺Uあ跡と 神か奈なが川わ吋県ん
14204 19940901 

かlt倉くらし にかいど堂う
鎌 市二階 ~ 1040.8m' 史跡整備

19950131 

19950901 

~ 1310m' 史跡整備

19960131 

所収遺跡名 種 別 主な 時代 王 な 造 構 王 な 遺 物 特記事項

一平成 6年度調査一 -蓮華文車1・:h瓦、巴 -造水

永福寺跡 寺 院跡 鎌倉時代 -造水 文軒丸瓦、唐草文 -取水遺構

~ -堂背後の目隠し塀 軒平瓦、 -石組みのIblll

室 町 時代 -道路 -五輪塔婆、笹塔婆

-排水溝 -瀬戸水注等

-苑池東側のITI期に

j度る汀線

一平成 7年度調査一

-取水造構

-半島状に池に突き

す石組みの岬

-苑池東側のIII期の

汀線

l 1 



鎌倉市二階堂

史跡永福寺跡
国指定史跡永福寺跡環境整備

事業に係る発拙調査概要報告書

一平成6・7年度一

発行日 平成 8~3 月

編集
発行 鎌 倉 市 教 育 委 員 会

印刷側稲元印刷
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